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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第三十二話　それは早すぎる再会







〈七月三十日晴れ、ところにより一時雷らい雨う〉





　武ぶ闘とう家かが何よりも重んじるのは面子メンツだ。


　己おのれの強さこそが誇ほこりであるからだ。


　強さにこだわるが故ゆえに、いかなる理由による闘たたかいでも、勝負とあれば勝たねばならない。そして敗北すれば、その雪せつ辱じよくのために全力を傾かたむけざるをえない。


　闘えば一方が必ず敗者となるこのゼロサム・ゲームにおいて、常に勝者であり続けることは難しい。勝者は敗者の恨うらみを買い、さらに厳しい闘いを強しいられることになる。


　だからこそ武道を志す者は〈武ぶ徳とく〉を養わねばならない──とされているのだが、あいにくと我わが師し匠しよう・東ひがし方かた流りゆう玄げんは武闘家の生き方については何一つ教えてはくれなかった。


『〈神威カムイの拳けん〉をマスターすれば天下無む敵てきだ。お前の拳が届かない敵は太陽系にはいない。心の向くまま思うがままに闘え』


　今考えれば無責任極きわまる話だが、少なくとも師匠の言うことに噓うそはない。超ちよう人じん的てきな力を得た者が従うべき徳とく義ぎなど、地上のどこにも用意されてはいないのだ。


　しかし、どうだろう──


　相手を選ばず闘いたい時に闘いたいように闘える力を持ったとして、果たして人は本当に心から望むように生きられるだろうか？


　俺おれは師匠に言われた通り、心の望むままに闘いながら地球を一周してみたが、いまだその答えを得ていない。闘いによって何かを勝ち得たという実感もない。怒いかりに身を任まかせて拳を振ふるう時に感じる高こう揚よう感かんに比例して、勝利した後の空むなしさもまた深くなるのが常だ。


　だが一方、同じ〈神威の拳〉の使い手でありながら、思うがままに闘って己の分を超こえることがない（ように見える）男もいる。息をしたり飯めしを食ったりするのと同じレベルで天然自然に闘うことができる、そんな男だ。


　奴やつの〈武徳〉が本物なのかどうか──それを見み極きわめることが、俺に課かせられた教師としての仕事なのかも知れない。





　　　　一





「──七なな瀬せさん、七瀬さん！」


　切せつ羽ぱ詰つまった調子の声とともに障しよう子じ戸どが開いて、浅あさ葱ぎ色いろのワンピースを着た艶つややかな黒くろ髪かみの少女が部屋を覗のぞき込んだ。一度は目を覚ましたものの朝寝ね坊ぼうを決め込んで二度寝しようとしていた久く遠おん七瀬は、「う～ん」と唸うなりながら上半身を起こした。


　ボリュームのある赤い髪を搔かき上げながら、自分を起こしにきた少女──京きよう極ごく美み月つきの顔を見上げる。


「慌あわただしいねえ……いったいどうしたっての？」


「あの、お兄さまが……」


「また兄貴かい？　あんたも飽あきないねえ」


　七瀬はウンザリした口調で返す。美月が青い顔でやってくるのは、決まって兄の刹せつ羅らのことで相談がある時だ。刹羅が離はなれの座ざ敷しき牢ろうに閉じこもってからはほとんど日につ課かになっていた。


「……で、今度は何なの？」


「お兄さまがいなくなったんです！」


「へえ」


　七瀬の反応はいたって普ふ通つうだった。意外といえば意外だが、腰こしを抜ぬかすほどのニュースではないと思ったからだ。美月は七瀬の落ち着きぶりが信じられないという顔で、


「離れに行ってみたら、布ふ団とんと着物が畳たたんで置いてあって、お兄さまの姿が……」


「お膳ぜんは？」


「え？」


「朝食のお膳があったろ。どうなってた？」


　その問いに、美月は口元に手を当てて記き憶おくを辿たどる。


「そういえば……残さず綺き麗れいに食べてました」


「ふうん。だったら心配ないよ。お籠もりに飽きたんだろうさ」


　七瀬は笑って言うが、美月は今ひとつ納なつ得とくしかねる様子だった。


「あいつだって檻おりで飼かわれてる動物じゃないんだ。自分から檻に籠こもったんだから、出る時だって自分の意志で出るさ」


「でも私、心配です……怪け我がももう完かん治ちした頃ころだし、もしかしてお兄さまは……」


「仕し返かえしに行ったかもってかい？　秋あき嵩たかじゃあるまいし、そこまで単たん細さい胞ぼうじゃないさ」


「そうでしょうか……」


　美月は不安そうに目を伏ふせた。


「だって、同じ〈神威カムイの拳けん〉を使う高校生に負けたことが凄すごく悔くやしかったからこそ、離はなれに引き籠もっていたんでしょう？　仕返しをしたいという気持ちを抑おさえるために……秋嵩ちゃんがその人のいる東京の高校へ行ったのだって、きっとお兄さまの代わりに仕返しをしようと思って……」


「あいつはそこまで考えてないと思うよ」


　七瀬は苦く笑しようしながらヒラヒラと手を振ふった。草くさ[image: ]なぎ静しず馬まに再戦を挑いどむために東京まで出向いた秋嵩が、〈神威の拳〉の使い手でも何でもないただの高校教師にさんざん投げ飛ばされ、静馬と闘たたかうどころではなかったという事実を知っているのは七瀬一人である。さすがに恥はじの上うわ塗ぬりだけは避さけたかったからだ。


　しかし美月の指し摘てきもあながち的まと外はずれではなかった。思ったことをすぐに実行に移すのは、チームの先せん鋒ぽうとしての秋嵩の役割でもある。ただし遠えん征せいの動どう機きは刹羅の心情を察してというより、単に自分が闘いたかっただけに違ちがいない。


「じゃあ、七瀬さんはどうなんです？」


「どうって？」


「七瀬さん自身は、負けたことをどう思ってるんですか？　このところずっと大人しいし……東京であったことについて詳くわしいことは何も話してくれないじゃないですか」


「……誰だって自分の恥は話したくないもんさ。そうだろ？」


　七瀬はそう言うと、立てた片かた膝ひざの上に頰ほお杖づえをついて美月から視線を逸そらせた。


　負けたといっても七瀬の場合は少々事情が異なる。公こう衆しゆうの面前で臀でん部ぶを晒さらされたうえ平手打ちの連れん打だを食くらうという、およそ考えうる最大級の辱はずかしめを受けたのである。痛みのため椅い子すに座すわることさえできなかった日々を思い出した途と端たん、頭に血が上って耳まで真っ赤に火ほ照てった。


「うう～っ!!」


「な、七瀬さん!?」


　いきなり頭からシーツをかぶって身み悶もだえしはじめた七瀬を前に、美月はただオロオロするばかりだった。一八〇センチを超える大女が獣けもののような唸うなり声を上げて転げ回っているのだ。女子中学生の平均からしてかなり細身で非力な美月は近寄ることもできない。


　一分ほど経たってその『発ほつ作さ』はようやく治まった。七瀬はボサボサになった髪かみを搔かき上げて、三歳は老ふけ込んだ顔を見せる。


「いや……ハハ、何でもないんだ。気にしないで」


　すっかり怯おびえている美月を見て言い訳するが、気にするなと言って通用するものではなかった。七瀬は気き息そくを整えて動どう悸きを静めてから、取り繕つくろうように咳せき払ばらいを一発。


「ま、まあね……あんたの言う通り、刹羅も恨うらみを忘れたわけじゃないだろうさ。でも勝てる見込みのないうちは仕返しには行かないはずだよ。それに叔お父じ貴きが言ってたろ？　『復讐リベンジのための舞ぶ台たいは用意してやる』ってさ。出で掛かけた理由なら簡単、要するにウジウジ悩なやんでるのに飽あきたんだろ」


　それを聞いた美月はひとまず安心したらしく、表情を和やわらげる。


　七瀬は朝寝ね坊ぼうを諦あきらめて布ふ団とんを上げると、時代劇の花おい魁らんを連想させる赤あか襦じゆ袢ばんの帯を解といた。美月が廊ろう下かに出て障しよう子じ戸どを閉める。しばらくして部屋から出てきた七瀬は、寝ね間ま着きよりもさらに派は手でな真しん紅くのビザール・ファッションの普ふ段だん着ぎに着き替がえていた。


「美月ちゃん、秋嵩を呼んどいで。兄貴を捜さがしに行くよ」


「あ……はい！」


　美月は喜き色しよくに頰ほおをぽっと赤らめると、急ぎ足で従兄いとこを起こしに向かった。それを見送りながら、七瀬は眉まゆをひそめて小さくため息を吐ついた。


「とはいえ……遅おとかれ早かれ、結局あたしらはあのデタラメな野や郎ろうともう一度会わなきゃなんないわけだ。気が滅め入いるねえ……」


　再びトラウマが疼うずきだしそうになり、慌あわててブルブルと首を振ふる。


　しかし七瀬はまだ知らなかった。そのトラウマを作った張本人がすぐ近くに来ていることを──





　　　　二





「は～い、撮とりますよ～」


　投げやり気味、という表現がぴったりくる軽けい薄はくな調子でそう言うと、カメラマンはシャッターを切った。


「なによ～そのやる気のない態度は～？　もうちょ～っと嬉うれしそうに撮りなさいよね～」


　水着姿のモデルは間ま延のびしきった口調で苦情を述のべる。


「先生の口調が伝でん染せんしたんですよ～」


「ウソよ～わざとやってるわね～」


「そ～んなわけ～な～いじゃな～いで～すか～」


「ほ～ら～また～真ま似ねしないでよ～」


　録ろく音おんテープをスロー再生しているような会話を横で聞きながら、結ゆう城きひとみは退たい屈くつそうに膝ひざを抱かかえた。強い陽ひ射ざしを反射して銀色に輝かがやく波間に視線を向ける。


　岩海岸は半島の東側にある真まな鶴づる唯ゆい一いつの海水浴場である。




[image: ]


　昔ながらのひなびた風ふ情ぜいの浜はま辺べで、同じ神奈川県内でも湘しよう南なんとは違ちがってのんびり遊べる、知る人ぞ知る穴場的な場所になっている。海岸には砂浜と磯いそ浜はま（岩場）、それに港があり、泳ぐ他にも磯遊びや釣つりが楽しめる。入り江のため波も穏おだやかで、岩がん礁しように囲まれた磯浜では小さい子供でも安心して磯遊びができるということもあり、今日も子供連れの家族客の姿があちこちに見受けられた。


「あっ、戻もどってきましたよ」


　その声に振ふり向くと、駐ちゆう車しや場じようの方から歩いてくる若い男女のカップルの姿が目に入った。人込みの中でもすぐに目に付くのは、二人そろって身長が高かったり、一いつ般ぱん的てきな感覚から言って美び形けいであったり、モデルで通用するほどスタイル抜ばつ群ぐんであるといった理由ばかりではない。


「あんたねえ、頼たのみもしないのにチョロチョロくっついてくるんじゃないわよ！」


「別にええやんけ。オレかて買うもんあったんや」


　二人は恐おそろしく険けん悪あくな調子で怒ど鳴なり合いながら早足で歩いていた。すれ違う人間が威い圧あつされて左右に避よけるため、自然と人込みが割れて目立ってしまうのだ。


「いつものことながら仲良しね～」


　菱ひし沼ぬま奈な々な子こが皮ひ肉にくたっぷりのコメントで帰ってきた二人を迎むかえる。セパレートの水着の上にヨットパーカーを羽は織おった御み剣つるぎ涼りよう子こは、憮ぶ然ぜんとした顔でコンビニの袋ふくろを差し出した。中身は奈々子がワガママで注文したサンオイルや缶かんジュースである。


　険悪なカップルの片割れ──草[image: ]静馬が同じコンビニの袋をカメラマンの少年に突つき出した。


「ほれ、大だい作さく。注文のブツや」


「やあ、助かりましたよ。静馬さん」


　神かみ矢や大作は袋の中から単三乾かん電でん池ちを取り出すと、今まで使っていたデジタルカメラの電池ボックスを開けて交こう換かんした。奈々子がそれを怪け訝げんそうに眺ながめながら、


「大作く～ん……つかぬことを訊きくけど～、そのカメラの電池……」


「昨夜うっかり充じゆう電でんし忘れたんですよね～。予備の電池も消しよう耗もうしてたんで、しょうがないから買ってきてもらったんですよ」


「じゃあさっきからパチパチやってたのって……」


「もちろん格かつ好こうだけですよ。でも気分は出たでしょ？」


　当然のごとく言い切る大作。奈々子は頰ほおをピクピク痙けい攣れんさせるが、菱沼家秘ひ伝でんの関節技わざが炸さく裂れつする前に静馬が割って入った。奈々子の持っているサンオイルのボトルを横から奪うばい取る。


「よっしゃ涼子！　横になれ。オレが塗ぬっちゃる」


「えっ!?」


「まあまあ、遠えん慮りよすんな」


　静馬はベットリとオイルで両手を濡ぬらすと、じりじりと涼子に迫せまった。顔つきこそ真ま面じ目めだが鼻息が異様に荒あらい。


「こ、この～……」


　スケベ野や郎ろう、と罵ば倒とうするより先に、涼子はビーチマットの下に手を突つっ込み、忍しのばせておいた木ぼく刀とうを摑つかみだした。不意の片手突きで静馬を怯ひるませてから、大上段に振ふりかぶって打ち下ろす。


「なんの！」


　静馬が素す晴ばらしい反射神経を見せたのはその時だった。砂の上に片かた膝ひざをつき、真っ向から落ちてくる木刀を頭上で合がつ掌しようして挟はさんだのである。


　完かん璧ぺきなタイミングの白しら刃は取りであった。飛ひ天てん流りゆうに入門し本格的な剣けん術じゆつを学んでいる涼子の唐から竹たけ割わりは素人しろうとに見切れるような代しろ物ものではない。神速の一いち撃げきを見切って白刃取りで受け止めるなどという芸当は、格かく闘とうの天才と呼ばれた静馬であればこそ可能な離はなれ業わざであった。


　しかし、天才にも唯ゆい一いつの誤算があった──彼はこの時、自分の掌てのひらが非常に滑りやすくなっているという事実を失念していたのである。


　ガスッ!!


　サンオイルでヌルヌルになっていた両手は白刃取りの役には立たず、木刀はほとんど勢いを殺されることなく静馬の脳のう天てんにヒットした。


「…………」


　静馬は頭を抱かかえたまま無言で後じさった。立ち上がったもののしっかりと踏ふみ止とどまれないらしく、酔よっぱらいのように足元がおぼつかない。


「あら、酔すい拳けん～？」


　そんなわけがなかった。ダメージが足にきているのである。


　苦く悶もんの表情の静馬は左手で頭を押おさえ、右手で涼子を指さして、何を訴うつたえたいのか口をパクパクさせた。


「何ですか？　何を言いたいんです？」


　大作が静馬の口の動きと身振り手振りからメッセージを読みとって翻ほん訳やくする。


「え？……脳が揺ゆれてる？　子供……幼よう稚ち園えん!?　幼稚園時代の遠足の思い出メモリーがクラッシュした？　それは置いといて……今度は何です？　九九の六の段が思い出せない？　それは最初から憶おぼえてないんじゃ……」


　静馬の身体からだが傾かたむき、ヨタヨタと酔歩で海に向かって後退していく。


「どこへ行くんですか、静馬さん!?　ねえ！」


　大作の問いかけにも答えず、静馬は膝ひざの深さまで水に入ったところで仰あお向むけに倒たおれ、そのまま波にさらわれて海中に没ぼつしていった。


「フッ……野や獣じゆう死すべし」


　意味もなくハードボイルド風に台詞せりふを決めた涼子は、急にくたびれたようにため息を吐ついてマットにゴロ寝ねした。ひとみが心配そうに顔を覗のぞき込む。


「涼子ちゃん、どうかした？」


「別に……バカの相手に疲つかれただけよ」


「そりゃそうよね～、本能と反射だけで生きてるよーな男の子だもんね～」


　奈々子が口元に手を当てて意味ありげな笑えみを浮うかべ、好こう奇きの視線を涼子に注ぐ。


「静馬君たら、露ろ骨こつに発サ情カってたわね～。私の知らないところで何かアヤマチでもあったの～？」


「ありません！」


「ホントにぃ～？」


「しつこい人は嫌きらいです」


　涼子はそっぽを向いてそれ以上の追つい及きゆうを拒きよ絶ぜつした。しかし大作は怪け訝げんそうに首をひねる。


「でも、わざわざ用事を作って涼子さんの買い物に付き合うなんて、普ふ段だんの静馬さんの行動パターンからは外れてるんですけどね……」


「大作君──」


　涼子は木刀の切きっ先さきをピタリと大作の鼻はな先さきに突つきつけた。底そこ光びかりのする眼めで見つめながら、抑よく揚ようのない声で質問する。


「唐から竹たけ割わりと諸もろ手て突づき……どっちが好き？」


「いっ、いえ、どっちも同じくらいぜんぜん好きじゃありません！　どうぞお構かまいなく!!」


　生命の危険を察さつ知ちした大作は、突とつ如じよとしてカメラマン魂だましいに目め覚ざめたらしく、新たな被ひ写しや体たいを求めて全ぜん速そく力りよくで立ち去っていった。


「これでやっと静かになったわ」


　涼子は木刀を収おさめると、あらためて日につ光こう浴よくに専せん念ねんする──ふりをしながら内心では後こう悔かいの念にさいなまれていた。静馬の態度が変わった原因が自分にあることを十分承知していたからだった。


（確かに昨夜のあれはアヤマチだったかも……）


　その行こう為い自体はほんの一瞬頰ほおが触ふれ合っただけのものだったが、静馬の野性の本能に火を付けてしまったことに違ちがいはなかった。


　草[image: ]静馬という男は、その行動のほとんどが野性の本能に支配されているような生き物である。何をするにも迷いがないというか、全身の細さい胞ぼうが一つの目的に向かって一いつ致ち団だん結けつしているような、怒ど濤とうのごときエネルギーがある。そんな男を『その気』にさせることがいかに危き険けんか、深く考えてみるまでもない。


　軽けい率そつ、であった。


　迂う闊かつ、とも言える。


　己おのれの心に隙すきがあったことは認めざるを得ない。しかしそれ以上に恐おそろしいのは、静馬の攻こう勢せいをしのぎきる自信がないことだった。


　Ｐｒｒｒｒ！　Ｐｒｒｒｒ！


　涼子の憂ゆう鬱うつな思考を中ちゆう断だんさせたのは、携けい帯たい電話の無ぶ粋すいな着信音だった。すぐ近くで鳴っているが、ひとみも奈々子もその呼び出しに応じる様子はなく、どちらも不思議そうに顔を見合わせている。


「鳴ってるの、誰だれの携帯？」


「おかしいわね～」


　奈々子がひとまとめに置いてある荷に物もつを探さぐり、黒い携帯電話を見つけ出した。


「あら～？　これ……確か南な雲ぐも先生の携帯よ～。きっと忘れていったのね～」


　慶けい一いち郎ろうは漁ぎよ港こうの魚市に夕食の食しよく材ざいを買い出しに行っている。普ふ段だんは肌はだ身み離はなさず持っている携帯だが、着き替がえた時に置き忘れたのだろう。


　呼び出しの電子音はまだ鳴っている。奈々子は液えき晶しよう画が面めんに表示されている文字を読んだ。


「え～っと、誰からの電話なのかしら～。『レイハ』って出てるけど～」


「レイ……ハ!?」


　その名前を耳にした涼子は、ほとんど反射的に奈々子の手から携帯を奪うばい取っていた。親の仇かたきを見つけたような目つきで表示部分を凝ぎよう視しする。そこには確かに『レイハ』とカタカナ三文字が並んでいた。


（この電話に出れば、南雲先生のバカげた話が真しん実じつかどうか分かるかも……!?）


　涼子は迷まよわず通話ボタンを押おし、携帯を耳に押しつけた。もともと低めの声をさらにハスキーにして応答する。


「はい、南雲……」


『──ケイ、仕事です』


　聞こえてきたのは透とう明めい感のある少女の声だった。すぐ耳元で話しているような、驚おどろくほどクリアな音声である。


『〈封魔柱コンテナ〉が一つ、そちら側に送り込まれました。ケイのいる座ざ標ひようの近くに実体化します。処理をお願いします』


「ちょっ、ちょっと待──」


『では、よろしく』


　レイハは電話に出た相手が慶一郎かどうか確かく認にんもせず、淡たん々たんと事務的に依い頼らいを述べると一方的に通話を切った。呆ぼう然ぜんと携帯を見つめる涼子。


「よろしくって言われても……」


　不意に陽ひ射ざしが陰かげり、辺あたりが暗くなった。肌はだにまとわりつく湿しつ気けを含ふくんだ妙みように生ぬるい風が上から吹ふき付けてくる。顔を上げた涼子は、入り江の上空に、和わ紙しに垂たらした墨ぼく汁じゆうのように暗あん雲うんが広がっていくのを見た。


　カッ!!


　暗雲を貫つらぬいて稲いな光びかりが走り、青白く輝かがやく槍やりのように岩大橋の向こうの海面に突つき刺ささった。続いて大気を震ふるわす雷らい鳴めいが轟とどろき、大おお粒つぶの雨が降ってくる。水みず辺べで遊んでいた海水浴客が慌あわてて屋根のあるところへ避ひ難なんを始める中、涼子は慶一郎の携けい帯たいを摑つかんだまま、身じろぎもせずに海を見つめていた。


「あれは……何？」


　海に落ちた光はただの落らく雷らいではなかった。


　涼子の網もう膜まくには、一いつ瞬しゆんの閃せん光こうとともに天から降ってきた何か──棒状の物体の輪りん郭かくが焼き付いていたのである。





　　　　三





　砂浜から向かって左手にある磯いそ浜はま──


　弁べん天てん島じまと呼ばれる円えん丘きゆう状じようの巨きよ岩がんの近くの浅あさ瀬せに潜もぐっていた姫ひめ川かわ沙さ羅らは、雷雨に叩たたかれる水面から顔を出した。


「ありゃりゃ……降ってきやがったよ」


　水中眼鏡めがねを取ると、親友の姿を求めてぐるりと周囲を見回した。その視線が一点で止まる。視線の先には、岩場に立っている水色のワンピースの水着姿の少女がいた。


「ハァ～イ、みゆ……き……？」


　挙あげかけた手が途と中ちゆうで固まった。その少女──鬼おに塚づか美み雪ゆきの傍かたわらに、季節外はずれの黒いコートを羽織った若い男を見つけたからだった。


　濡ぬれて額ひたいに張り付いた金色の前まえ髪がみを搔かき上げて目を凝こらす。男は身長一八〇センチ近く、瘦やせ型。色しき素その抜ぬけきった銀ぎん髪ぱつと、血管の色が透すけて見えそうな白い肌はだをしていた。


「あ、あいつは……!!」


　目め尻じりを吊つり上げた沙羅は、水を搔かき分けて岩場に近寄っていく。数メートルまで近付いたところで、右手に摑つかんでいた黒っぽい物をコートの男に向かって投げつけた。


　ビチャッ!!


　放ほう物ぶつ線せんを描えがいて飛んだそれは、男の頭に命中する直前で見えない壁かべに阻はばまれたように弾はじかれ、岩の上に落ちた。男が沙羅の存在に気づいて血の色の瞳ひとみを向けるが、一いち瞥べつしただけですぐに視線を下げる。足元の波なみ打うち際ぎわに転がっていたのは、沙羅が美雪を驚おどろかそうとして拾っておいたナマコだった。


「やい、てめえ！　そこでいったい何してやがんだよ!?」


　ナマコが直ちよく撃げきしなかったことも気にとめず、沙羅は一方的に食ってかかった。沙羅は黒いコートの男が池いけ袋ぶくろで静馬と対戦したバイパーズ・チーム〈ナイツ・オブ・ゴールド〉のリーダー・京極刹羅だと見抜き、何か良からぬ目的で美雪に近付いたものと決めつけていたのだ。このとき興奮していた沙羅は、激しい豪ごう雨うの中に立っている刹羅と美雪の身体からだが少しも濡れていないことに気付かなかった。


　間もなく雷雨は降り始めと同じ唐とう突とつさで止やみ、再び照てりつける陽ひ射ざしが戻もどってきた。岩場を濡らしていた雨水がみるみる干ひ上あがっていく。




[image: ]


「美雪ーっ！　こっちへ来るんだよ。ほら、早く！」


　強い調子で呼ばれた美雪は恐おそる恐るといった足取りで水に入ったが、膝ひざ下したまで浸つかったところで立ち止まり、何を思ったのか引き返して岩の上に屈かがみ込んだ。苛いら立だった声を上げる沙羅に構わず美雪が見ていたのは、水中に戻れずに日光で温まった岩の上で茹ゆで上がりそうになっているナマコであった。


「…………」


　美雪はしばし考えると、ナマコを人差し指と親指で挟はさんで持ち上げた。やはりブヨブヨした感かん触しよくが気持ち悪いのか、少し頰ほおのあたりをひきつらせながら、ナマコを片手に海に入っていく。


「──待て」


　刹羅の制せい止しに、再び美雪の足が止まる。


「そのまま動くな……そこの金きん髪ぱつのお前もだ」


「て、てめえに指図されるいわれはないんだよ！　美雪、こっちへ……」


「動くなと言っている！」


　鋭するどい声とともに、刹羅の足元から冷れい気きを帯びた一陣じんの風が吹ふき抜ぬけた。沙羅はブルッと身を震ふるわせて硬こう直ちよくする。刹羅は右手を上げて沙羅のいる方向を指さした。


「妙みような気配がある……水の中に何かいるぞ」


「えっ!?」


　沙羅は首だけ動かして周囲を見たが、怪あやしい物は見あたらない。しかし向かい合って立っている美雪は、刹羅の言うそれの存在に気付いた。


「沙羅ちゃん……後ろ」


　岩がん礁しように囲まれた潮しおだまりには不自然なほど大きな生物の影かげが、ゆっくりと水中を移動していた。鮫さめを思わせる大きな背ビレが水面を切り裂さくようにして立ち上がり、背後から音もなく沙羅に接近していく。


　刹羅が右手を振ふり上げ、唇くちびるを尖とがらせて鋭い息い吹ぶきの声を発した。足元から巻き上がったつむじ風がコートの裾すそを揺ゆらす。右手を中心に周囲三〇センチほどの空間がレンズ越ごしの像のように歪ゆがんだ。ぴーんと大気が張りつめ、美雪と沙羅は耳みみ鳴なりを感じた。


「しゃっ」


　刹羅が岩場から跳ちよう躍やくしながら右腕うでを振り下ろした。手刀の形にした手の先からほとばしる不ふ可か視しのパワーが、水面に深々と断だん層そうを刻きざむ。その烈れつ風ぷうの刃やいばはわずかに弧こを描えがく軌き道どうで走り、沙羅の真後ろに回り込んで、間ま近ぢかに迫せまっていた水中の影を直ちよく撃げきした。


　ボシャァァッ!!


　爆ばく雷らいが炸さく裂れつしたような白い水みず柱ばしらが上がった。沙羅の身体からだは衝しよう撃げきで飛ばされたが、飛び込んできた黒い影が手を差しのべて、岩礁に叩たたきつけられる寸すん前ぜんで抱だきかかえた。


　黒い影は刹羅であった。沙羅は自分の身に何が起きたのか理解できずに動転していたが、刹羅が何かしら常じよう人にん離ばなれした力を発揮したのだという事実は認にん識しきしていた。革かわのブーツを履はいた刹羅の足が、岩ではなく水面を踏ふんでいたからである。


「なっ……あんた……？」


　沙羅は血けつ色しよくの悪い白い顔を見上げたが、刹羅の視線はあさっての方向に向いていた。大きな背ビレを持つ謎なぞの生物の姿はすでに消えていた。


「やはり奇き妙みようだ……」


　刹羅は不ふ審しんそうに呟つぶやいた。


「ほんの一いつ瞬しゆんだけ見えたあの影──人間のようだったが……？」





　　　　四





　雷らい雨うが止やんで間もなく、海の家等の屋根のある場所に避ひ難なんしていた海水浴客が海岸に戻もどってきた。新たにやってきた客もいるため、雷雨の前よりも人ひと出では増えている。その中に、日本人離れしたグラマラスなボディをワインレッドのワンピースの水着に包んだ、ひときわ目立つ美女の姿があった。年とし頃ごろからすれば美少女と呼ぶべきところだが、一八〇センチを超こえる長身は少女というイメージではない。水着も胸むな元もとがＶの字に開いている大だい胆たんなデザインだ。


「いや～ひどい雷かみなりだったねえ」


　ビーチマットに身体からだを横たえた七瀬は、湿しめった髪かみを手て櫛ぐしで整えながら、隣となりに立っている連れに言った。


「やっぱり水着、持ってきて正せい解かいだったろ？」


「そんなこと言って……最初から泳ぐつもりだったんでしょう？」


　美月はそう文句を言って辺りを見回した。責めてはいるが、その口調には半ば諦あきらめが混じっている。


「お兄さまを捜さがしに来たはずなのに……水着を持っていこうだなんて、なんだか怪あやしいと思ってました」


「まあそう言うなよ。ずぶ濡ぬれの服着たまんまで歩き回ってたら風か邪ぜひくだろ。それにちょっとは日焼けした方がいいぜ。ただでさえあんたらは兄妹そろって顔色が青白いんだから」


　刹羅を捜しに行く、というのが美月を屋や敷しきから外へ連れ出すための口実だったことは、七瀬の口くち振ぶりから明らかだった。砂浜に刹羅らしい人ひと影かげを見つけられなかった美月は、渋しぶ々しぶ七瀬の隣に腰こしを下ろす。


　美月が用意してきた水着は、ごく地じ味みな若わか草くさ色のワンピースである。筋きん肉にく質しつでボリュームたっぷりの七瀬と並ぶと、肉付きの薄うすい美月は華きや奢しやを通り越こして貧ひん相そうに見えてしまう。膝ひざを抱かかえるようにして座すわると、自分の手足の白さが嫌いやでも目について、美月は小さくため息を吐ついた。


「心配しなくても、待ってりゃそのうち現れるさ。他に気き晴ばらしになるような場所なんて……」


　ため息の理由を勘かん違ちがいした七瀬が慰なぐさめようとした時、視界の隅すみに不ふ審しんな動きをする人影が入ってきた。顔の前にデジタルカメラを構えた少年が、熱さを増しつつある砂の上を匍ほ匐ふく前ぜん進しんで近付いてくる。家族連れの客が多いこの海岸ではあまり見かけないカメラ小こ僧ぞうだろうか。


　レンズ越しに凝ぎよう視しされている──そう意識すると、美月は恥はずかしくなって身体を縮ちぢませた。カメラが捉とらえようとしているのは自分ではなく七瀬の方に違ちがいないと思ったからだ。しかし気になって再び視線を戻もどすと、カメラの後ろから顔を出していた少年と目が合った。


「あっ……」


　美月は声にならない呟つぶやきを漏もらした。一いつ瞬しゆん、同どう性せいかと疑いたくなるほど優やさしげで整った容よう姿しの美少年であった。美月と目が合った途と端たん、少年は人ひと懐なつっこい笑えみを浮うかべて小さく手を振ふった。人見知りしがちな性格の美月がどう反応していいか困っていると、少年は匍匐前進を止やめて立ち上がろうとした。


　ひゅんっ。


　何かが風を切る音がして、美月の頭の上を銀色の紐ひものような物が飛んだ。するすると伸のびたそれはデジカメのストラップに絡からみ付いたかと思うと、バネのように縮んで少年の手からデジカメを奪うばって戻ってくる。デジカメをキャッチしたのは七瀬の手だった。


「断ことわりもなしに盗ぬすみ撮どりするのはマナー違い反はんってもんだよ。坊ぼうや」


　七瀬に叱しかりつけられた少年は、悪戯いたずらが見つかった子供のように頭を搔かきながら駆かけ寄ってきた。悪びれたふうもなく愛あい想そよく微笑ほほえみ、


「いや～、魅み力りよく的てきな被ひ写しや体たいが二人も同時にフレームに飛び込んできたもんだから、つい夢中になっちゃって……」


　捕ほ獲かくしたデジカメ片手に仁に王おう立だちに立っている七瀬を上うわ目め遣づかいに見上げた少年の表情が、ビデオの一時停てい止しボタンを押おしたように固まった。血の気の引いた顔で一歩、二歩と後じさる。


「ま、まさか……〈ナイツ・オブ・ゴールド〉の……!?」


「あん？　あたしらのチームを知ってんのかい？　そう言うあんたはどっかで……」


　七瀬が思い出そうとしている隙すきに、少年──神矢大作はくるりと背を向けて脱だつ兎とのごとく駆けだした。しかし五メートルほど走ったところで何かにつまずき、顔面から砂に突つっ込んだ。


「ぺっ、ぺっ……何が……!?」


　口の中に入った砂を唾つばと一いつ緒しよに吐はき出しながら、大作は自分の足元を確かく認にんした。大作を転てん倒とうさせたのは、右足首に絡からみ付いた銀色の鎖くさりであった。先せん端たんには薔ば薇らの蕾つぼみを象かたどった銀ぎん細ざい工くが分ふん銅どうの代わりに付いている。鎖は蛇へびのように砂の上を走り、大作の足首を捕とらえたのだ。


「こ、こんな物をいったいどこに？」


「バカだね。逃にがしゃしないんだよ！」


　七瀬が手を引くと、大作の足首との間に一本の鎖がぴんと張りつめた。大作の両手は空むなしく砂を搔かくばかりで、七瀬の凄すさまじい馬力によって地じ引びき網あみにかかった魚よろしく引きずり戻もどされていく。結局、元の位置に戻って顔を見合わせることになった。


「思い出したよ。あんた、草[image: ]のチームにいた奴やつだね？」


「いやあ……奇き遇ぐうですねえ」


　鋭するどくにらみ付ける七瀬と、引きつった笑え顔がおで答える大作。状じよう況きようがさっぱり飲み込めない美月は、キョトンとした顔で二人を見比べた。


「その人、七瀬さんのお知り合いですか？」


「え？　いや、こいつはお知り合いなんてもんじゃ……」


　七瀬の注意がそれた瞬しゆん間かん、大作は両手を口に添そえて大声で救いを求めた。


「た～すけて～！　静馬さぁ～～ん!!」


　その呼び声に応こたえるかのように、入り江には珍めずらしい大きな波が打ち寄せてきた。その波に乗ってやってきたらしい黒い人ひと影かげが、波打ち際ぎわに唐とう突とつに立ち現れる。近くにいた客たちはその人物を見るなり棒立ちになった。赤しやく銅どう色いろの肌はだをした大おお柄がらで筋肉質な男だが、頭に何な故ぜか昆こん布ぶに似た茶色の海かい藻そうをかぶっているという異様な風ふう体ていだったからだ。


　謎なぞの海藻男はゾンビを連想させる妖よう怪かいじみた足取りで、一歩一歩、三人の方に近付いてくる。


「それ以上近寄るんじゃねえ！」


　距きよ離りが四メートルまで詰つまったところで、あまりの不気味さに我が慢まんできなくなった七瀬は、空あいている左手からもう一本のチェーンを繰くり出した。先せん端たんの薔ば薇らの蕾つぼみが緩ゆるやかな螺ら旋せんを描えがきながら伸のびる。


　スパァン！


　男の頭から海藻が弾はじき飛ばされた。


　顔面を狙ねらって伸びてきた薔薇のチェーンを男は寸すん前ぜんで躱かわし、戻もどろうとするチェーンを左手で摑つかんで止めていた。濡ぬれて鼻までかかっている前まえ髪がみを右手で搔かき上げ、狼おおかみの鋭するどさと野や性せい味みを備そなえた風ふう貌ぼうを見せる。


「く、草[image: ]……静馬……」


　呻うめくように呟つぶやいた七瀬に、静馬は唇くちびるの端はしを歪ゆがめて不敵に笑ってみせた。唇の間から発達した白い犬けん歯しが覗のぞく。静馬は七瀬の顔を指さして口を開いたが、何か言いかけて途と中ちゆうで止やめ、人差し指をこめかみに押おし当てて目を閉じた。


「あっ……さては、何か気の利きいたセリフを言ってやろうと思し案あんしてますね？」


　七瀬に組み敷しかれたままの大作が静馬の考えを察する。やがて静馬は改めて七瀬に対する第一声を口に出した。


「しばらくやったなあ……ところで、ケツの腫はれはちゃんと治ったんか？」


　十秒近く考えたわりにはちっとも気が利いていないが、七瀬を烈れつ火かのごとく怒おこらせる効果は十分だった。


「てめえ～、言うに事欠いてそれか！」


「なんや、心配したってんのに。手形とか残ってたら嫁よめの貰もらい手なくなるで」


「大きなお世話なんだよ!!」


　七瀬の二の腕うでの筋肉が盛り上がるとともにギリギリと鎖くさりが軋きしむ。どちらも一八〇センチを超こえる逞たくましい男女が力任まかせに引き合っても千ち切ぎれたりしないのは、見た目だけの装そう飾しよく用ようではなく頑がん丈じような実用品として作られた証あかしだった。


　チェーン・デスマッチ風ににらみ合いを続ける二人の耳に、猛もう牛ぎゆうの咆ほう吼こうにも似た叫さけびが聞こえてきた。見ると、陸の方から何かが突とつ進しんしてくる。


　それは身長二メートルに達し、全身これ筋肉の塊かたまりといった印象の大男であった。短く刈かり込んだ髪かみをドイツ国こつ旗きの三色で奇き妙みような紋もん様ように染めている。


「ぬぅおおおお──っ!!」


　大男はタッチダウンを狙ねらうアメフトの選手さながらの勢いで静馬に飛びかかる。迫せまる巨きよ漢かんを見る静馬の方は冷静だった。チェーンを放して砂を蹴けり、大男の両腕を躱かわして飛び退のく。大男は盛せい大だいに砂をまき散らしながらヘッドスライディングしたものの、すぐさま起きあがって静馬と対たい峙じした。


「元気そうやなあ、ウリ坊ぼう」


　静馬が白い歯を見せて愉ゆ快かいそうに笑った。『ウリ坊』というのは大男──不ふ動どう秋嵩の頭の模様がイノシシの子供の毛皮にある縞しま模様にそっくりであるところから静馬がつけた渾あだ名なである。本人以外の全員を納なつ得とくさせるナイスなネーミングであった。


「しっかし……学校はともかくバカンス先にまで追っかけてくるとは、オレの人気もたいしたもんやな」


「それはてめえの方だろうが！　ここは俺おれたちの地元だ!!」


「そうなんですか？」


　大作が七瀬の方に振ふり向いて無む邪じや気きに訊たずねる。しかし別のことを考えていた七瀬はその質問を無視した。


（──刹羅をこのバカと会わせるには早すぎる!!）


　真鶴から東京まで出向いて行くにはそれなりの決意と勝算が必要で、まだまだ時じ期き尚しよう早そうだということはいくら刹羅でも分かっているはずだった。しかし静馬本人がここにいるとなれば話は違ちがってくる。闘たたかわないということはすなわち逃にげることになってしまうのだ。刹羅のプライドはそれを許しはしないだろう。


「へえ～、美月ちゃんっていうの？　京極刹羅さんって君の……ああ、お兄さんなんだ。やっぱりね。あの人？　あの人は草[image: ]静馬っていって、東京でお兄さんのチームと闘……」


「余よ計けいなことを教えるんじゃねえ～っ！」


　早速美月と親しん睦ぼくを深めようとしている大作に、七瀬は背はい後ごからスリーパーホールドを仕し掛かけて引き離はなした。初めて大作の存在に気付いた秋嵩が慌あわてて警けい告こくする。


「そいつは草[image: ]のチームの大将だな？　小さいからって油ゆ断だんすんじゃねえぞ」


「バカだね。こんなチビ、数合わせのおミソに決まってんだろ」


「お前はこいつらの高校に行ってねえから、そんなことが言えるんだよ。ただの先公が化ばけ物みてえに強えんだぜ？」


　二人の間ま抜ぬけなやりとりをよそに、静馬は大作に声をかける。


「よう大作。どや、調ちよう子しは？」


「苦しいんですけど……なんだか嬉うれしいです」


　七瀬にスリーパーホールドを食らいながらも大作の顔は弛ゆるんでいた。身長差が三〇センチ近くあるため、胸の谷間に後頭部が埋うまる体たい勢せいになっているのがその嬉しさの理由であろう。


「細かいこたあどうでもいい！　ここで会ったが百年目だぜ。草[image: ]ィィ──勝負っ!!」


　秋嵩が両腕うでを突つき出して躍おどりかかった。とにかく捕つかまえてしまえばこっちのもの、という考えがありありとしており、事実その通りでもあった。足元が固い地面ではなく砂であることも秋嵩にとっては密ひそかに有利な条件である。静馬の得意とする蹴けり技わざは、砂の上ではバランスを崩くずしやすくなる。


　しかし静馬は正面から受けてたった。身を躱かわすどころか逆に半歩踏ふみ込み、秋嵩の両の手首を摑つかむ。


　力比べをするつもりかと秋嵩は力を込めるが、静馬は押おされれば引き、引けば押すという具ぐ合あいに相手の動きに追つい随ずいした。秋嵩のパワーに対たい抗こうせず、上じよう手ずに逃にがしているのだ。秋嵩が蹴りを出そうとしても静馬はその動きを読んでいて、摑んだ腕をタイミングよく引くなり押すなりして重心を崩くずしにかかるため攻こう撃げきに移れない。


　業ごうを煮にやした秋嵩は力任せに右腕を引いた。静馬を懐ふところに誘さそい込むと同時に左腕を伸のばし、相手の左手を摑もうとする。しかし次の瞬しゆん間かん、秋嵩は静馬を見失った。


「むっ!?」


　直後、背中に何かがピタリと張り付く感かん触しよくがあった。静馬が秋嵩の脇わきの下をくぐって背後に回り、自分の背中を押し付けたのだ。ちょうど尻しり相撲ずもうをしているような背中合わせの体たい勢せいである。


「てっ、てめえ～！」


　秋嵩は背後の静馬を捕まえようとするが、静馬は右へ左へと動いてその手を逃のがれる。まるで接せつ着ちやくしたように背中をくっつけたまま、二人は同じ場所でぐるぐる回った。さっき両手首を摑んでやっていたことを今度は背中でやっているのだ。


「相手の力を逸そらせてゼロにする──これが中国拳けん法ぽうで言うところの〈化か〉ゆうやつや。触ふれた所で相手の動きを読むのが〈聴ちよう勁けい〉……やったかな」


　静馬は大だい胆たんにも腕を組んだままで自じ慢まんげに解説した。絶ぜつ妙みような重心移動と足の運びだけで秋嵩を翻ほん弄ろうしている。大作が目を輝かがやかせて訊たずねた。


「いつの間に中国拳法なんて習ったんです？」


「この間立ち読みした太たい極きよく拳けんの本に書いとった」


　冗じよう談だんのようだが、大作には静馬が本当のことを語っていると分かった。自慢したり相手をからかったりする時の口調はもっと露ろ骨こつに嫌いやみったらしいのだ。しかしそれが事実にしても冗談じみた話であることに変わりはない。


「しゃらくせえ！」


　怒いかり心しん頭とうに発はつした秋嵩は、極きわめて単純な行動に出た。静馬を背中から引き剝はがすのを諦あきらめ、両腕を同時に背中側に回して捕まえようしたのだ。その瞬間、背中に張り付いていた静馬の身体からだが消え、両手は空を摑つかんでいた。


「ホン～マ、単たん細さい胞ぼうやなあ」


　後ろに回された秋嵩の両手首を摑んで、静馬はしみじみと言った。捕まえられたのは秋嵩の方であった。


「うおおおっ、しっ、しまったぁ!!」


「何やってんだよ、このノータリン！」


　みずから墓ぼ穴けつを掘ほった秋嵩を見て、七瀬が頭を抱かかえる。


　静馬は秋嵩の両腕をガッチリ極きめると、身体を後方に反そらせながら一〇〇キロを超こえる巨きよ体たいを持ち上げた。そのままブリッジの体勢に移い行こうし、秋嵩の脳天を垂直に砂の上に突つき立てるようにして投げ落とす。


　変形のジャーマンスープレックスであった。


　静馬はブリッジから身体のバネを使って跳はね起きた。秋嵩の頭は完全に砂に埋うまり、二メートルの巨体が逆さか立だちしたままになっている。


「あ、秋嵩ちゃんが……」


　力自じ慢まんの従兄いとこがほとんど為なす術すべもなくあしらわれたのを見て、美月は何かに気付いたようだった。野や獣じゆうの活力と格かく闘とうの天才を持つ男──草[image: ]静馬に向けられた目つきが険けわしくなる。


「んがあああ──っ!!」


　秋嵩が凄すさまじいパワーを発揮したのはその時だった。天地逆になったまま自由になる両手を地面につき、腕わん力りよくだけで砂の中から頭を引っこ抜ぬいたのである。


　倒とう立りつから直立に移り、いざ反はん撃げきに転じようとした秋嵩の眼前に、体当たりを仕し掛かけてきた静馬がいた。


　ゴッ。


　分厚い肉同士が打ち合う鈍にぶい音が響ひびく。


　静馬は懐ふところに飛び込みながら、秋嵩の胸に肩かたと頭をぶつけていた。その威い力りよくに巨体が棒ぼう立だちになる。


「ハァッ！」


　静馬は左足をほぼ垂直に蹴けり上げた。踵かかとが秋嵩の太い顎あごを捉とらえる。さらに軸じく足あしで地面を蹴り、飛び上がりながら二発目の蹴りを放つ。強きよう烈れつな二段蹴りを食らった秋嵩の身体が宙ちゆうに浮ういた。


　静馬の攻こう撃げきはここで終わらなかった。


「──〈猛もう虎こ散さん弾だん脚きやく〉!!」


　無数の蹴りを放ちながら秋嵩の身体を駆かけ上がる。ワイヤーで宙吊づりにでもなっていなければできそうにない連続蹴りだった。


「チェス、チェス、チェス、チェス、チェス……チェストォ──ッ!!」


　最後の一撃で巨体を蹴り飛ばすと、静馬は空中でとんぼを切って着ちやく地ちした。秋嵩は数メートルも吹ふっ飛ばされて砂浜に溝みぞを掘ほった。


　いつの間にやら周囲に輪わを作っている見物人たちの間からどよめきと歓かん声せいが上がる。二人の対戦は十分に見み世せ物ものになっていたのだ。殺さつ伐ばつとしたケンカで終わらないところは静馬のキャラクターによるものであろう。


「凄すごい体当たりでしたけど、今のは鉄てつ山ざん靠こうですか？」


「いや、心しん意い把はとかいう技わざのつもりやったが」


「それも太たい極きよく拳けんの？」


「これはマンガに出とったんや。初めて使つこたけど、でかい相手にもけっこう効きくもんやな」


　再現した技の手て応ごたえに満足したらしく、静馬は鼻の頭をこすってニッと笑った。


　七瀬は歯ぎしりしながらも手を出すことができなかった。このあまりにもデタラメな才能を持つ男と闘たたかって勝てる自信がまるで湧わいてこないのだ。なんとかダメージを最小限に抑おさえてこの場を切り抜ぬける方法はないものか──そう考えあぐねている七瀬の耳に、不意に悲鳴が聞こえてきた。海の方から聞こえてきたその悲鳴は一つだけではなく、続けざまにあちこちから上がった。


「……何や？」


　なにやら騒さわがしくなった海の方へ目を向けた静馬は、見慣れない物が波間を走っていることに気付いた。やや青みがかった灰色の、飛行機の垂直尾び翼よくに似た何か──それは大型の鮫さめの背ビレのようであった。





　　　　五





　岩海岸は入り江になっているうえ岩がん礁しようも多いため、よほど天てん候こうが荒あれない限りサーフィンができるほどの大きな波は起きない。そのため元気に泳ぎ回るより、浮うき輪やゴムボートを使ってのんびり海に浮かんで楽しんでいる客の方がずっと多かった。そのほとんどは親子連れである。


　大きな背ビレを持った鮫らしき生物は、波間に浮かぶ鮮あざやかな色の浮き輪やボートの間を縫ぬって蛇だ行こうし、行く先々で人々を驚おどろかしては悲鳴を上げさせていた。当然ながらその騒そう動どうは砂浜にいる涼子たちにもはっきりと見えていた。


「この海岸近くに鮫なんて～、珍めずらしいわね～」


「でもあのスピード……鮫のことはよく知らないけど、やけに速くない？」


　涼子は奇き妙みような違い和わ感かんを感じていた。騒ぎにはなっているが、背ビレを持つ生物が海水浴客を襲おそっているような様子はない。ただ泳いでいるだけなのだ。それにこれ見よがしに堂々と背ビレを立てて泳いでいるところは、どこか意図的なものを感じさせた。


「あの……なんだかこっちに近付いてきてない？」


　ひとみの指し摘てき通り、ブルーグレイの背ビレは進路を変えてまっすぐ涼子たちの方に向かってきていた。波打ち際ぎわで遊んでいた女性たちがキャアキャア悲鳴を上げながら逃にげまどう。


　大型の鮫さめでは泳げないほどの浅あさ瀬せまで進入してきたところで、その大きな背ビレを持つ生物は遂ついに正体を現した。水みず底ぞこに足をついて直立したのである。


　それは誰だれの目にも人間に見えた。


　筋肉質だが水の抵てい抗こうが少なそうなフラットな体たい格かく。白い水すい泳えい帽ぼうにスモークの水中眼鏡めがね、ノーズクリップ、そして鮮やかなブルーのビキニパンツ──


「あ、あいつは……！」


　涼子は名前を言おうとしたが出てこなかった。スイマーのみで結けつ成せいされた水中戦を得意とする（というよりおそらくは水中専門の）バイパーズ・チーム〈フライング・シーマンズ〉の一人に違ちがいない。鮫のような背ビレはスイマーの背中にくっついていた。


「なに～？　結局イタズラだったわけ～」


　奈々子のコメントは他の海水浴客たちの感想でもあった。正体がバレてしまえばどうということはない──誰もがそう安あん堵どした。


　しかし涼子の勘かんは何かの異変を告げていた。あのスイマーにはどこか尋じん常じようでないところがある。


（背ビレが作り物だとして、シュノーケルもなしに息いき継つぎはどうしてたの？　あの距きよ離りを無呼吸で潜せん水すいし続けるなんて……）


　涼子の姿を認めたスイマーが、紫むらさき色いろの唇の端はしをつり上げて笑う。剝むき出しにされた歯は茎ぐきには、棘とげのように細こまかい牙きばがびっしりと並んでいた。


「──えっ？」


　錯さつ覚かくかと思って目を凝こらす。今度はスイマーが右手を上げて五ご指しを広げた。その指の間には薄うすい膜まくが──水かきが備そなわっていた。さらによく観察してみると、肋ろつ骨こつの浮うき出た脇わき腹ばらに鮫の鰓えらのようなスリットが開いたり閉じたりしているのが確かく認にんできる。


「まさか……まさか!?」


　スイマーの背中がどうなっているのか死し角かくになっているので見えないが、もはや想像するのは簡単だった。背ビレは肉体の一部として背中から直じかに生えているはずだ──涼子はそう確信した。


　波打ち際ぎわまで歩いてきた半はん魚ぎよ人じんのスイマーは、プールに飛び込む時と同じように跳ちよう躍やくした。


　ザプンッ。


　水とも砂ともつかない奇き妙みような音がして、涼子は再び我わが目を疑った。スイマーが砂浜を泳ぎ始めたからだ。


　スイマーは水中と同じくクロールで砂を搔かいて進み、すぐに潜せん水すいならぬ潜砂に移った。地上に突つき出した背ビレが砂を切り裂さきながら迫せまってくる。海外のコメディ映画か何かでしかお目にかかれない珍ちん奇きな映像であった。


「こっ……この妖よう怪かいめ～っ!!」


　あまりに非常識な光景を見せつけられた涼子は完全に逆ぎやく上じようしていた。木ぼく刀とうを引っ摑つかむと、迫り来る背ビレに向かってみずから突とつ進しんしていく。鋭するどい気合いとともに大上段から打ち下ろすが、木刀の切っ先は空むなしく砂を叩たたいた。スイマーは寸前で深く潜もぐって姿をくらましている。


　涼子は辺りを見回してスイマーの姿を探した。背ビレは見えず、どこを泳いでいるのか見当もつかない。なにしろ砂の上には波も立たないのだ。


（いくら鰓えらがあるといっても、砂の中で呼吸はできまい。必ず息いき継つぎのために浮うかび上がってくるはず。そこを叩けば……）


　相手がどういう原げん理りで砂の中を泳げているのかすら謎なぞであるにもかかわらず、涼子はそんなことを考えて自分を落ち着かせようとした。


「きゃああっ！」


　その悲鳴に振ふり返ると、砂の上に現れた背ビレがひとみの方に向かっていた。


「このあたしを無視するとはどういう了りよう見けんよ!?」


　救きゆう援えんに向かうために踏ふみ出そうとしたその足が固まった。砂の上に上半身を現した半魚人スイマーの水かき付きの手が、涼子の足首を摑つかんでいる。スイマーは一人ではなかったのだ。


「も、もう一人……？」


　驚おどろいている暇ひまもなく、足元の砂が液えき状じよう化かしはじめた。あっという間に膝ひざまで砂の中に引きずり込まれる。抵てい抗こうしようにも周囲は砂で、摑まれる物が何もなかった。奈々子が木刀の先を摑んで引くが、スイマーの引きずり込もうとする力の方が上回り、涼子の身体からだは遂ついに臍へそまで砂に没ぼつした。


　喉のどから恐きよう怖ふの悲鳴が出かかったその時──涼子は、凄すさまじい熱ねつ量りようを持った何かが降ってくる気配を感じた。


　カァァ──ン！


　鉄パイプで分ぶ厚あつい鉄てつ板ぱんをぶっ叩たたいたような激げき音おんが響ひびき、涼子の背後で砂のしぶきが上がった。直後、足首を捕とらえていた力が消え、力強い手が涼子の腕うでを摑んで砂の中から引っこ抜ぬくように救い出した。


「大だい丈じよう夫ぶか？　御剣」


　野の太ぶとい声が頭上から聞こえた。半泣きの顔を上げた涼子は、自分を助けてくれた人物が誰なのかを理解した。


　身長二〇四センチの巨きよ漢かんであった。


　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしているが、ボディビルダーのような不自然な筋肉の付き方はしていない、実戦のために鍛きたえ上げられた無む駄だのない肉体の持ち主である。


　子供の胴どう回まわりほどもある逞たくましい腕。装そう甲こうでも着き込こんでいるような分厚い胸むな板いた。鉄の棒で叩いても折れそうにない太い首に、大作りの、いかにも男臭くさい不敵な面つら構がまえの顔が乗っている。
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　仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほう〈神威カムイの拳けん〉の使い手にして高校教師──


　その男の名は南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうといった。










　第三十三話　サムライガール［相模さがみ湾わん水中決戦篇へん］







〈七月三十日──追つい記き〉





　恐おそれていた事じ態たいが起きてしまった。


　ソルバニアから〈封魔柱コンテナ〉に充じゆう塡てんして送り込まれてくる〈魔ま素そ〉が生きた人間に憑ひよう依いしたのだ。それも複数、しかも時は白昼、場所は海水浴客でいっぱいの真夏の海岸ときている。およそ予想しうる最悪のロケーションだ。


　異世界では怪かい獣じゆうの素もとになる〈魔素〉が人体にどんな影えい響きようを与あたえるのかはまったくの未知数。加えて敵は多い。人目も多い。下へ手たをすると警察沙ざ汰たになるところだが、それはなるべく避さけたい。


　さて、この絶対不利の状じよう況きようで勝利の鍵かぎになるのは──





　　　　一





「うおおおっ！　な、な、な……」


　仁に王おう立だちのまま固まった秋あき嵩たかの股またの下を、ナイフの切っ先のような背ビレがゆっくりとくぐって通り過ぎていく。


「なんじゃこりゃあああっ!?」


　全身に鳥とり肌はだを立てて飛び退のき、背ビレの行方ゆくえを目で追う。いかに巨きよ漢かんで〈神威カムイの拳けん〉の使い手であろうと、常識的世界観から逸いつ脱だつしたまったく未知の存在に出会えばやはり狼ろう狽ばいする。


　怪生物は大型の魚ぎよ類るいを思わせるゆったりとした動きで当たり前のように砂の中を進むと、美み月つきの目の前まで近付いたところで止まった。背ビレが横よこ倒だおしになって砂の中に消え、代わりに水泳帽ぼうと水中眼鏡めがね、ノーズクリップを装そう着ちやくしたスイマーの顔が砂さ面めんに浮うかび上がる。スイマーは足元から美月を見上げると、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


「ひっ……」


　美月は血の気の引いた顔で後じさった。三日月形に耳まで裂さけた口の中に、棘とげのような鋭するどい歯がびっしりと並んでいるのを見てしまったからだ。


「こっち！」


　大だい作さくが美月の手を摑つかんで引くと、間かん髪はつ入れずに七なな瀬せがチェーンを振ふるう。しかしその先せん端たんは砂をえぐっただけで、スイマーは寸すん前ぜんで砂中に潜もぐっていた。数メートル先に背ビレが浮かび上がり、何事もなかったように泳ぎ始める。スイマーは美月を標ひよう的てきに定めたようだ。


「大作、その子連れて走れ！」


　静しず馬まがスイマーの行く手に立ちはだかった。恐きよう怖ふにかられて反射的に攻こう撃げきした七瀬に比べ、静馬には得体の知れない怪かい人じんを前にしても動どう揺ようした様子はなく、逆に闘とう志しをかき立てられたようだった。


　スイマーは静馬の存在など気にも留とめていないらしく、ほぼ一直線に近付いてくる。静馬は薄うすい唇くちびるを尖とがらせてヒュウと呼こ気きを吐はくと、


「ええかチェーン女！　そっち飛ばすぞ」


　視線を向けずにそう言い、足元の砂面に右の拳こぶしを叩たたきつける。


　ボゴォン！


　数すう瞬しゆんの間まをおいて、静馬の前方で地じ雷らいのような爆ばく発はつが起おこった。間かん欠けつ泉せんのように噴ふき上がる砂とともに、スイマーのひょろりとした白い身体からだが空くう中ちゆうに投げ出される。『飛ばすぞ』という静馬の言葉の意味を瞬時に理解した七瀬は、最速の反応でチェーンを繰くり出し、砂の上に落ちる寸すん前ぜんにその先せん端たんでスイマーの足首を捕とらえた。


「捕ったァ！」


　相手をモヤシと見た七瀬は力まかせにチェーンを引く。しかしスイマーは着ちやく地ちと同時に再び砂に潜り、想像をはるかに超こえるパワーで逆に七瀬の身体を引きずった。


「なぬっ!?」


　踏ふん張ばる両足が砂に沈しずみ込む。片足を捕らえられているというのにカジキか本マグロのような強きよう烈れつな引きだ。それでも七瀬は耐たえていたが、チェーンにかかる獰どう猛もうな手て応ごたえが一瞬だけ弛ゆるみ、その直後、さらに倍するパワーが襲おそってきた。これにはたまらず、七瀬の身体は一気に持って行かれて砂の上を滑すべり始めた。


「七瀬、こっちじゃあ！」


　呼びかけに応じて左手のチェーンを投とうじる。秋嵩がそれをキャッチして、引きずられる七瀬を止めた。二人がかりの一いつ本ぽん釣づりにスイマーの抵てい抗こうも次し第だいに弱よわまってくる。


「よーし、もう一ひと息いきだよ！」


「お、おい……ちょ、ちょっと待ってくれ」


「あん？」


　振り向いた七瀬は、秋嵩の身長が急に縮ちぢんだような錯さつ覚かくを覚えて目を瞬しばたたかせた。姿し勢せいを低くしているわけでもないのに秋嵩の顔の位置が七瀬の胸の辺りまで下がっている。視線を下げると、巨きよ漢かんの両足は脛すねまで砂に埋うまっていた。


「うおっ……沈しずむ！　沈む～っ！」


　まるで流りゆう砂さに呑のまれるように見る間に膝ひざ上まで沈ちん下かしていく。新たに現れたスイマーが秋嵩の周囲を旋せん回かいし、その円えん周しゆう内ないを液えき状じよう化かしているのだ。秋嵩は足を抜ぬこうとしたが、残った片足が余よ計けいに沈み込んで、ますます身動きが取れなくなってしまう。


「助けてくれよ、七瀬～っ！」


「バカ、自じ力りきで何とかしな」


　すでにスイマーを一いつ匹ぴき相手にしている七瀬に、この大男を救きゆう助じよしている余よ裕ゆうはなかった。


　右手のチェーンの手応えが急に軽くなる。慌あわてて引いてみるが、砂の抵抗があるだけで獲え物ものの重さは消しよう失しつしていた。秋嵩の危き機きに気を取られている間に外はずされたのだ。


　自由になったスイマーが七瀬に向かってくる。七瀬は逃にげようとしたが、左手を逆方向に引かれて砂の上に尻しり餅もちをついた。腰こしまで砂に埋まった秋嵩がチェーンをしっかりと握にぎっている。


「俺おれを見み捨すてて逃げんじゃねー！」


「引っ張るんじゃないよ！　このままじゃ共とも倒だおれだろ!?」


　チェーンは革かわのリストバンドに直ちよつ結けつしているため簡単には着ちやく脱だつできない構こう造ぞうになっている。見み苦ぐるしい言い争いをしている間にスイマーは目前まで接近していた。


「──ったく、ほんま世せ話わの焼ける連中やのう」


　背後から聞こえてきた声とともに、七瀬は急速に近付いてくる〈熱ねつ気き〉を肌はだに感じた。〈熱気〉の塊かたまりは砂を弾はじき飛ばしながら七瀬の脇わきを通り過ぎ、スイマーの鼻先で爆ばく裂れつした。爆ばく圧あつに突つき上げられたスイマーの身体からだが宙に舞まう。


　七瀬は右手のチェーンを手首のスナップ一つで繰くり戻もどし、握にぎった拳こぶしに巻き付けた。銀色のチェーンが塊かたまりとなり、それ自体が大たい輪りんの薔ば薇らの花を思わせるオブジェと化す。


「──〈紫し電でん烈れつ華か〉ァ!!」


　バリバリバリィ！


　大気を引き裂さく激音が轟とどろいた。


　チェーンを巻いた拳に目ま映ばゆい電光が閃ひらめき、網もう膜まくに銀色の薔薇のシルエットを焼き付ける。空中で電でん撃げき拳けんの直ちよく撃げきを食らったスイマーは、全身から白い煙けむりを引きながら吹ふっ飛び、海中に墜つい落らくした。


「んがあああ～っ！」


　秋嵩が咆ほう吼こうを上げる。


　その頭上には、さっきまで周囲を泳いでいたスイマーを抱かかえ上げていた。爆発に気を取られて動きが止まった一いつ瞬しゆんを逃のがさず、間合いにいたスイマーの背ビレを摑つかみ、砂の中から引きずり出したのである。


　生のヒレが付いた足を摑むと、スイマーの身体を小こ枝えだのように振ふり回し、遠心力を加えて放ほうり投げる。水平にすっ飛んでいったスイマーは水面で何度も跳はねて、はるか彼方かなたで水みず飛沫しぶきを上げた。


　ひとまず危機は去った。七瀬は荒あらい息を吐つきながら背後を振り向き、砂に打ち付けた拳を引き抜ぬいている静馬に目を向ける。〈炎ほのおの虎とら〉を誘ゆう導どう弾だんと化して砂の中を走らせたのだ。


〈神威カムイの拳けん〉は特とく殊しゆな呼吸法により体内で生み出される生命のエネルギー〈神しん気き〉を操あやつる武術である。


〈神気〉の効果は大きく分けて二つある。一つは肉体能力の強化、もう一つは〈神気〉そのものを肉体の外に放射して攻こう撃げきや防ぼう御ぎよに利用する超ちよう能力的な使い方である。『外に出す』と言っても基本的には相手の身体に接せつ触しよくして直接送り込むという形をとる。〈神気〉は大気中に放射してもすぐに拡かく散さんしてしまうため、『遠とお当あて』では必ひつ殺さつの効果を期待できないからだ。


　離はなれた相手に対しても必殺の威い力りよくを秘めた〈神気〉の打撃を放つには、鍛たん錬れん以上に万ばん人にんに一人の特別な才能が必要とされる。京きよう極ごく一族の中でも、手足の延長となる武器を持たずに純じゆん粋すいな〈神気〉のみによる攻撃ができる者は、刹せつ羅らの他にもう一人いるだけである。


（この男は……！）


　七瀬は戦せん慄りつを覚えていた。


　静馬が離れた位置にいて動いている標ひよう的てきを攻撃できたということは、取りも直さず〈神威の拳〉の使い手として刹羅に匹ひつ敵てきする天才の持ち主であることを意味しているのだ。


　そんな七瀬の動どう揺ように気付く様子もなく、静馬は立ち上がって磯いその方に目を向けた。


「さ～て、大作はどこまで行ったんや……？」


　遠くを見る静馬の目が細められる。その視線を追った七瀬は、磯の方に白い砂すな煙けむりが上がるのを見た。


　それは小型の竜たつ巻まきにも似ていた──





　　　　二





「たああああ──っ!!」


　勇いさましい雄お叫たけびとともに、涼りよう子こは逆さか手てに握にぎった木ぼく刀とうを打ち下ろした。しかし砂に深々と突つき刺ささった切っ先に獲え物ものの手て応ごたえはなく、難を逃のがれたスイマーの背ビレが目の前を横切っていく。


「先生、そっち行ったわよ！」


「おう」


　スイマーの行く手に待ちかまえていた慶けい一いち郎ろうは、蟷とう螂ろう手しゆに似た形にした手の甲こうを前方に向けて突き出した。その指を弾はじいてカン高い音を鳴らす。


　パチンッ！


　次の瞬しゆん間かん、砂に小さな孔あなが穿うがたれ、スイマーが電撃を受けたように砂の上に跳はね上がった。そこへ突とつ進しんしてきた涼子が木刀を振ふり下ろし、スイマーの脳のう天てんを一撃する。


『ノオ～ッ！』


　意味不明の悲鳴を上げると、スイマーは一いち目もく散さんに海の方に向かって逃にげていった。


「今の、何番だった？」


「五番だ」


　次の標的を目で捜さがしながら慶一郎が答える。『五番』というのはスイマーの水泳帽ぼうの側そく面めんに小さく書かれている数字のことである。七人いる〈フライング・シーマンズ〉を個体で識しき別べつできる唯ゆい一いつの目印だった。


「きゃあああ──っ！」


　絹きぬを裂さくような悲鳴が聞こえてきた。


　二人はダッシュで悲鳴の元に急ぎ、砂に胸まで埋うまっている女性を発見した。女性の前後には二人（二に尾び？）のスイマーがおり、さらにその周囲には女性を助けようとしたらしい友人やライフセーバーが数人、泥どろ沼ぬまにはまったような格かつ好こうで身動きが取れなくなっている。女性を中心に周囲五メートル四方が流りゆう砂さと化しているのだ。


　慶一郎は走りながら『指ぱっちん』を連打した。マシンガンの連れん射しやのごとく、砂の上に幾いくつもの弾痕が穿たれる。


　アラン・スミスの使った〈ゴッドフィンガー〉を参考に編あみ出した、〈龍りゆう気き〉の指し弾だんを飛ばす技わざである。パチンコ玉等を飛ばす〈無む影えい指弾〉という技があるが、こちらは〈龍りゆう気き〉だけを飛ばすので難度は高いものの、砂を貫かん通つうしてスイマーを狙そ撃げきできるという利点があった。ただし威い力りよくの点において必殺にはほど遠い（ゴルフボールをぶつけられた程度）ことと、使っている姿がなんだかバカみたいという欠点もある。


〈神威カムイ指弾〉（仮か称しよう）の連射を浴びたスイマーズの二番と七番は身をよじってビチビチと跳ね回り、流砂の上を駆かけ抜ぬけて接近した涼子の木刀を食らうとたまらず逃げていった。慶一郎が地上に追い出し、涼子が木刀で痛つう撃げきするというコンビネーションはもはや完成の域に達している。


　スイマーズが去ったことで流砂化は止まった。慶一郎は砂に首まで埋まっている被ひ害がい者しやの女性の元に駆け寄り、両手を摑つかんで引き上げてやる。大だい根こんが引っこ抜けるようにして女性は砂の中から抜け出し──また悲鳴を上げた。


「きゃあああっ、イヤァァァ──ッ!!」


　女性は凄すごい力で慶一郎の手を振りほどくと、スパーンと強きよう烈れつな平手打ちを一発くれてから、走って逃げていった。


「間に合わなかったか……」


　慶一郎はくっきりと手形のついた頰ほおに憮ぶ然ぜんとした表情を浮うかべながら、逃げていく女性の丸出しのお尻しりを横目で見送った。被害者の女性はスイマーズによって水着を脱ぬがされた後だったのだ。


「ちい～、あのエロガッパどもが～っ！」


　油断なく周囲を警けい戒かいしながら涼子が舌打ちした。


　スイマーズは若い女性──それもカップルで来ている十代の美少女をもっぱら標的にしていた。砂の中に引きずり込んで身動きできなくしておいてから触さわりまくり、ついでに戦せん利り品ひん（？）として水着を奪うばうという手口である。やっていることは魔ま素そを浴びて変身する前と基本的には何も変わっていない。


　涼子は怒いかり心しん頭とうに発していたが、慶一郎自身は逆に安あん堵どしていた。魔人化により獲かく得とくした超ちよう能力を悪用すれば、もっと悲ひ惨さんで深しん刻こくな事態になっているはずなのだ。魔素は煩ぼん悩のうを助長しているだけで、変身させるにしても素体となる人間の欲望に忠実であるように思える。厄やつ介かいなのは砂の中にせよ水の中にせよ、潜もぐられると有効な攻こう撃げきができないことだった。


　呆ほうけているライフセーバーを摑まえて、砂浜から女性客を避ひ難なんさせるように言いつけると、慶一郎と涼子は再びパトロールに出発した。


「ねえ先生。このままモグラ叩たたきを続けても、捕つかまえないことには埒らちがあかないんじゃないの？」


「一いち網もう打だ尽じんにしたいのは山々なんだが、砂の中に網あみを張るわけにもいかないだろ。追い込み漁りようをするにも手が足りないし、今のところ各かつ個こ撃破するしかなさそうだ」


「じゃあ、鯨くじらを獲とるみたく銛もりで刺さすとか」


「俺おれは自分の教え子を少しよう年ねん院いん送りにするつもりはない」


　木刀で人を殴なぐるのも犯罪には違ちがいなかったが、それについては棚たな上げする慶一郎だった。しかし各個撃破の戦法で挑いどむなら一撃必殺を期きさねばならないのは涼子の言うとおりである。慶一郎はアーミーパンツのポケットから携けい帯たい電話を取り出すと、短たん縮しゆくダイヤルを押おした。


『──レイハです』


　呼び出し音もなくいきなりつながり、抑よく揚ようのない少女の声が鮮せん明めいに聞こえてくる。


「〈封魔柱コンテナ〉から漏もれだした魔ま素そが人間に憑ひよう依いした。敵は七人もいるうえに、砂に潜って移動するんで苦戦してる。手を貸してくれないか？」


『どうすればいいのでしょう』


「そうだな。俺が合あい図ずしたら……」


　手て短みじかに作戦を伝えるとレイハはすぐに了りよう承しようした。携帯を切り、慶一郎は涼子に告つげる。


「やっぱり一網打尽作戦でいくぞ。泳ぎに自信はあるか？」


「どうするのよ？」


「追い込み漁ができないのなら、餌えさで釣つることにする」


「餌って……？」


「あるだろ？　すぐ近くに」


　涼子は自分の鼻先に突つきつけられた慶一郎の指先を見つめ、言葉を失った。





　　　　三





「やれやれ、困ったなあ……」


　砂浜に離はなれ小島のように突つき出した岩の上で、大作は頭を搔かいた。どこか能天気な口く調ちようなのは、自分と背中合わせに膝ひざを抱かかえて座すわっている少女──美月を気き遣づかう気持ちがあるからだ。


　二人は岩場まであと数メートルというところで立ち往おう生じようしていた。新手のスイマーに追いつかれ、手近な岩によじ登る他なかったのだ。スイマーに見み逃のがしてくれる様子はなく、鮫さめのような背ビレを見せながら岩の周囲をゆっくりと遊ゆう泳えいしている。若いカップルに妬ねたみを抱いだいて襲おそってくるというスイマーズの習しゆう性せいを大作は知る由よしもない。


「どうやら岩の中までは潜もぐれないみたいだね。ということは向こうの岩場まで行ければ助かるはずなんだけど、あと五～六メートルってとこか……どうしよう？」


「そんなことより、あれはいったい何なんですか？」


　美月が初めて口を開いた。至し極ごくもっともな質問である。


「ストリート・バイパーズのチーム〈フライング・シーマンズ〉だと思うんだけど、背ビレが生えてる理由までは僕にも……」


「スト……何です？」


「ストリート・バイパーズだよ。知らない？　君のお兄さんはチーム〈ナイツ・オブ・ゴールド〉のリーダーなんでしょ？」


「そんな話を耳にしたことはあります。でもそのバイパーズというものがそもそも何なのか、東京でお兄さまに何があったのか、誰だれに訊きいても説明してくれなくて……」


（──お兄さま、ねえ）


　大作は口の中で呟つぶやく。刹羅の育ちの良さが意外でもあり、反はん面めんなるほどとうなずける部分もあった。


「……確かに打たれ弱そうなタイプではあるなあ」


「はい？」


「いやいや、こっちの話」


　大作は苦く笑しようして誤ご魔ま化かすと、ストリート・バイパーズについて美月に解説した。バイパーズが池いけ袋ぶくろ系けいのストリートファイト・チームの総そう称しようであること──先月、刹羅率いるチーム〈ナイツ・オブ・ゴールド〉が現れて名だたるチームを総そうなめにし、ナンバー２の氷ひ室むろ那な智ちをも下したこと──そしてバイパーズ最強の男・草くさ[image: ]なぎ静馬と対戦し、実質一対三の闘たたかいで完かん敗ぱいを喫きつしたこと──


「ちなみに、さっきのあの『変身途と中ちゆうのラテン系狼おおかみ男』みたいな人が静馬さん。僕らはバカンスで来たんだけど、よもやこんなところでハチ合わせるなんて、奇き遇ぐうというか何というか……そういやお兄さんの姿が見えなかったけど、一いつ緒しよじゃないんだ。もしかしてまだ怪け我がが治ってないとか？　氷室さんとの対戦で肋ろつ骨こつを二、三本やられてたって話だし……」


　大作の話を聞いているうち、美月の膝ひざを抱だく腕うでに自然に力が込もっていた。実際にバイパーズ・レイヴを見ていない美月にとっては、アマチュア格かく闘とう家かの野の試じ合あいと聞いてもよく理解できず、むしろひどくいかがわしいものを想像させた。そんなものに関かかわって傷ついた兄が可哀かわい想そうに思えてならなかった。


　すっかり黙だまり込んでしまった美月を心配して振ふり向こうとした大作は、悪お寒かんを感じて肩かたをビクッと震ふるわせた。ごく近きん距きよ離りから冷たい視線が注がれているのを感じる。恐おそる恐る顔を戻もどすと、その視線の主と目が合った。砂の中を泳ぐのをやめ、普ふ通つうに地上に出てきたスイマーが目の前に立っていた。


　考えてみれば簡単なことだった。こと格闘能力に関して言えば大作は無力である。わざわざ砂に身を隠かくす必要はないのだ。


「うわ……！」


　驚おどろいている暇ひまもなく、大作はスイマーの平手打ちを食らって岩の上から叩たたき落とされた。スイマーが美月の腕を摑つかまえる。


「ひっ、い、いやあああ──っ！」


　水かきのついた手の両りよう生せい類るいじみたねっとりとした感かん触しよくに、美月が生せい理り的な嫌けん悪おから悲鳴を上げた──その直ちよく後ご、


　轟ごう！


　不意に真横から襲おそってきた突とつ風ぷうがスイマーを──スイマーだけを吹ふき飛ばした。


「えっ？」


　砂だらけの顔を上げた大作は、奇き妙みような光景を目まの当あたりにした。美月を中心に、小さな竜たつ巻まきと言ってもいいほどの強きよう烈れつな旋せん風ぷうが起きている。


『ノオオォォォ～～ッ！』


　頭ず上じようを仰あおぎ見ると、スイマーが宙を泳いでいた。自力で飛ひ翔しようしているわけではないことは悲鳴で分かる。スイマーは木の葉のように舞まい飛び、数十メートルほど沖おきに墜つい落らくして水柱を上げた。


　小竜巻が弱まった。再び地上に視線を戻した大作は、美月の前に舞い降りる黒い影かげを見た。真夏には不似合いな黒いロングコートをカラスの翼つばさのように翻ひるがえした瘦そう身しんの青年──その肌はだは色素が抜ぬけきったように白く、髪かみも限りなく銀に近い白はく髪はつであった。


「お兄さま!!」


　美月は潤うるんだ声でそう呼ぶと、黒こく衣いの青年──京極刹羅の胸に飛び込んで、ひしと抱だきついた。


「お～い、大作～」


　小竜巻を見て心配になったらしく、静馬が手を振ふりながら駆かけてくる。すぐに刹羅の存在に気付き、数メートル手前で立ち止まった。七瀬と秋嵩が遅おくれてやってくるが、事じ態たいを察した時には、すでに静馬と刹羅は互たがいの視線を絡からみ合わせていた。


「い、いけないわ……お兄さま」


　行かせまいとする美月の腕うでを、刹羅はやんわりと解ほどいた。美月を背にかばうように前に出ると、ゴーグル型のサングラスを取り、血の色の瞳ひとみで静馬を見つめる。


「ふふ～ん……」


　静馬は不敵な笑えみを浮うかべると、気の利きいた挨あい拶さつをしようと口を開きかけた。


「ど～けどけどけぇ～っ！」


　その緊きん迫ぱくした場面をぶち壊こわすように、横合いから騒そう々ぞうしい声が近付いてきた。黄色と黒のツートンカラーの水着姿の大おお柄がらな少女が、長い髪をなびかせながら全力疾しつ走そうしてくる。


　御み剣つるぎ涼子であった。親の仇かたきでも見つけたような険けわしい顔つきを見た静馬はギクリとしたが、涼子は刹羅と静馬の間を素す通どおりして、そのまま波打ち際ぎわに駆け込んでいった。涼子が通り過ぎた後、同じコースを背ビレが四つ、砂の上に溝みぞを残して走り抜ぬけていく。涼子はすでに沖おきに向かって泳ぎ始めており、スイマーズもそれを追って海に入った。




[image: ]


　最後にやってきたのは慶一郎だった。海パン一いつ丁ちように、青い石のペンダントを首に下げ、左手には何な故ぜか涼子の物らしい赤あか樫がしの木刀を携たずさえている。やはり二人の間を素通りするが、今度ばかりは静馬も呼び止めた。


「おい、今のんは何や。どないなっとんねん!?」


「気にするな。別に何でもない」


「そんなわけないやろ」


「半はん魚ぎよ人じん軍団のことなら俺が始末をつける。お前はついてくるな」


　そう言い置くと、慶一郎は駆け足で海に入っていった。静馬は不満そうに鼻を鳴らしたが、すぐに目の前のライバルの存在を思い出して視線を戻もどす。


「し、静馬さん……あの……」


　最後まで慶一郎を見送っていた大作が、口をパクパクさせながら小声で呼びかける。しかし静馬を始めとして、周囲に耳を貸す者はいなかった。全員が二人の対決に気を取られていたため、結局その光景を目もく撃げきしていたのは大作独ひとりだった。


　慶一郎は海に入っていったが、泳いだのではなく、水面上を走ってスイマーズを追っていったのである──
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　沖へ向かってクロールで泳いでいた涼子は、背はい後ごを確かく認にんするために立ち泳ぎになって振ふり向いた。スイマーズは砂浜から連れてきた四人に加え、ＫＯＧトリオによって海に送り返された三人が合ごう流りゆうしている。


「速いわね……」


　思ったより距きよ離りを詰つめられていた。泳ぎにはそこそこ自信のある涼子だったが、もともと水中がホームグラウンドのうえに半魚人化しているスイマーズの比ひではない。『最低でも一五〇メートルは沖へ誘さそい出せ』という慶一郎の言いつけだったが、果たしてそのノルマをクリアできるかどうか。


　涼子はさっきよりも泳ぐ速度を上げた。鰓えら呼吸により息いき継つぎの必要もなく、足ヒレも自前の物を装備しているスイマーズはおよそ倍の速度で追つい跡せきしてくる。迫せまり来る気配を察した涼子は猛もうダッシュをかけたものの息が続かず、焦あせりのためかえってリズムを狂くるわせてしまい、水をかく動きが急激に鈍にぶった。


（もう……息が……）


　息継ぎに失敗して気き管かんに海水が侵しん入にゆうする。涼子は最後の力で水面に顔を出し、激しくせき込んだ。


　──と。


　その頭上を黒い影かげが覆おおい、太い腕うでが涼子の胴どうに巻き付いた。


「きゃああ～……あ!?」


　涼子はスイマーに抱だきつかれたと思って悲鳴を上げかけたが、すぐに様子が違ちがうことに気付いた。追いついてきたのは慶一郎であった。


「ちょっ……あの、先生？」


「ご苦労だった。ここまで誘おびき出せれば上じよう出で来きだ」


　涼子の身体からだは水中から引き上げられ、慶一郎の肩かたに担かつがれていた。問題なのは、真ま後うしろを向く形に担がれている涼子の視点が、水面から二メートルの高さにあることだった。


「先生、なんで海の上を走れてるわけ？」


「右足が沈しずむ前に左足を前に出し、その左足が沈む前に右足を前へ……という動どう作さを繰くり返すんだ。素す早ばやくやるのがコツだな」


「説明になってなぁ～い!!」


　涼子はジタバタしたが、慶一郎の謎なぞの忍にん法ぽうを問題にしている場合ではなかった。水上走行に切り替かえた二人に追いつくため、スイマーズがさらなる変へん態たいを遂とげていたのだ。


　バシャァ！


　先頭のスイマーが水面を蹴けって跳はね上がった。


　巨きよ大だいな胸むなビレに変形した両腕を広げると、数メートルの距きよ離りを滑かつ空くうして着水、水中で加速して再び水面から飛び出す。その姿はまさに異い形ぎようのトビウオだった。後こう続ぞくのスイマーズもトビウオモドキに変身して、みるみる距離を詰つめてくる。


「先生、先生～っ！　急いで、ほら！」


　宙に飛び出したトビウオ・スイマーが涼子の眼がん前ぜんに迫せまり、ギリギリのところで勢いきおいを失って着水した。見えてしまっていることが涼子にとってはむしろ恐きよう怖ふである。


「慌あわてるな。この辺りまで来れば十分だろう」


　砂浜からおよそ二〇〇メートル沖おき──入り江の中央付近までやってきたところで、慶一郎は急ブレーキをかけて水面を横滑すべりした。飛沫しぶきを上げながら水面に立ち止まると、周囲を七人のスイマーが取り囲む。


　慶一郎は首に下げたソルバニアの青い石を握にぎった。


「レイハ、頼たのむ！」


　次の瞬しゆん間かん、手の中の石が目ま映ばゆいブルーの閃せん光こうを発した。足元の水面に巨大なナイフで切ったような裂さけ目が走り、南北に伸のびて広がっていく。


「う、海が……割れる!?」


　ぱっくりと口を開けた深しん淵えんが、慶一郎と涼子、そしてスイマーズを海水ごと呑のみ込んでいった。支えをなくして墜つい落らくする感覚に、涼子は耐たえられずに悲鳴を上げる。


　無限の闇やみの中に落ち込んでいくような恐怖が続いたのはほんの数秒だった。重力が戻もどってきたのを感じて目を開けると、涼子の身体からだは慶一郎の両腕うでにしっかり抱だきかかえられていた。地面に降ろされた涼子は周囲を見回す。


　二人が立っている場所は海底だった。


　足元の地面は柔やわらかい砂で、あちこちに大きな岩が点在している。周囲は直径二〇～三〇メートルほどのドーム状の空間だった。ちょうど海底に透とう明めいなお椀わんを伏ふせたような構造である。


　二人を呑み込んだ裂け目はすでに閉じており、厚い水の天てん井じよう越ごしに揺ゆらめく太陽が見えた。陽よう光こうが波打つ光のカーテンとなって降り注そそぎ、海底ドーム内を幻げん想そう的てきに照てらしている。


　そのファンタジックな空間にまるで似つかわしくない連中がいた。陸揚あげされたスイマーズである。地面を転ころげ回っているように見えるのは、砂の中に潜もぐろうとしているらしい。一人がドームの外に飛び出そうとするが、弾だん力りよくのある壁かべに阻はばまれて押おし戻された。


「ここはレイハの作った魔ま法ほうの結けつ界かいの中だ。逃にげる場所はないぜ」


　涼子は地面に手で触ふれてみたが、滑なめらかで弾力に富んだ薄はく膜まくが張っているような感かん触しよくがあった。ドーム全体がこのバリアーで包つつまれているのだろう。


　慶一郎は持ってきた木刀を涼子に渡わたした。


「驚おどろいてる場合じゃないぞ。お仕し置おきタ～イムだ」


　非常識な現象続きで神しん経けいがマヒしていた涼子だったが、木刀を握にぎると冷静さと闘とう志しが戻ってきた。謎なぞは山ほどあるが、とにかく苦く労ろうの末にスイマーズを地面の上に引きずり出すことに成功したのだ。


「そうね。後は闘たたかうのみ……！」


　木刀を正せい眼がんに構え、瞳ひとみに闘志をみなぎらせてスイマーズを見み据すえる。全力で泳いだ疲つかれはすでに消えていた。


「──〈神しん飛ひ拳けん〉！」


　黄金色に輝かがやく光こう弾だんが火の粉このような粒りゆう子しの尾おを引きながら飛び、スイマーの一人を直ちよく撃げきした。爆ばく発はつ的てきに広がった光の圧力が近くにいた他のスイマーをも巻き込んで吹ふき飛ばす。


「なっ……」


　涼子はあんぐりと口を開けて慶一郎を見た。前方に突つき出した右の掌てのひらから、必殺の龍りゆう気き弾だんを放った名な残ごりの火の粉が散っている。


「なな何ですか、それはっ!?」


「何って……毎度お馴な染じみ〈神飛拳〉だが？」


　思わず丁てい寧ねい語になっている涼子に、慶一郎は真顔で聞き返す。


「お馴染みじゃないわよ！　キラキラ光ってるじゃない」


「ふむ、なるほど」


　慶一郎はようやく納なつ得とくした。


　通常〈神しん気き〉は霊れい的てきな視覚でしか捉とらえることができない。それが肉にく眼がんで見えるようになるのは、慶一郎の経験上、異世界ソルバニアの大気に触ふれた時のみである。レイハの作り出した結界ドーム内であるため、〈神気〉が見える条件が揃そろっているのだろう。


「質問はまとめて後にしろ。どうやら説明してる余よ裕ゆうはなさそうだ」


　慶一郎は顎あごをしゃくって前方を指し示した。打撃から立ち直ったスイマーズが奇き妙みような動きを見せている。


『──ダァ、ダァ、ダァ、ダァ、ダァ！』


　七人のスイマーがＶ字形に並び、怪あやしげな掛かけ声とともに不気味な舞まいを踊おどっている。身体からだから生えたヒレやエラをぱくぱく動かしながら踊る姿は、生身の時の数倍の気持ち悪さである。


　涼子の背にぞわりと悪お寒かんが走り、吐はき気が襲おそってくる。


「うぷっ……くっ、あの変へん態たいども～、今すぐぶっ飛ばしてやるわ!!」


「待て、御剣！」


　涼子は制止も聞かずに飛び出した。先頭のスイマーに唐から竹たけ割わりを食らわそうと突とつ進しんしていくが、間合いに入る寸前、異変に気付いて踏ふみ止とどまった。暗黒舞ぶ踏とうを止めたスイマーズが、口と鼻と耳からマシュマロのような白い泡あわを吐き始めたのだ。


「ひっ……」


　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす涼子の目の前で、七人のスイマーズは濃のう厚こうなクリームを思わせる泡に包み込まれた。


　ミリミリ……メキッ、ゴリッ……ゴボボボボ……


　巨きよ大だいな泡の塊かたまりの奥おくから異様な音が聞こえてくる。


「危険だ！　退さがれ、御剣」


「えっ？」


　涼子が無防備に振ふり向いた瞬しゆん間かん、泡の繭まゆを突つき破って飛び出してくる物体があった。甲こう殻かく動物の第一歩ほ脚きやくに酷こく似じしたそれは、涼子の眼がん前ぜんで巨大なハサミを開いた──
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　海水浴客を騒そう乱らんの渦うずに巻き込んだスイマーズが去り、落ち着きを取り戻もどしつつある岩海岸──


　磯いそに近い砂浜の一いち隅ぐうで、対照的な二人の若者が対たい峙じしていた。


　一人は、燃えるような赤しやく銅どう色いろの肌はだと野生の獣けものの眼まな差ざしの持ち主──草[image: ]静馬。


　対するは、蠟ろうのごとき白い肌と紅こう玉ぎよくの眼差しの持ち主──京極刹羅。


　闖ちん入にゆう者しやはあったものの、二人の間にある緊きん迫ぱくした空気はすでに抜ぬき差しならないほどに高まっていた。その息いき詰づまる空気に気け圧おされているのは、それを見守っている七瀬たち京極家の人間──ことに美月だった。美月の表情には今にも飛び出して二人の対決を阻そ止ししたいという想おもいがありありと見て取れたが、刹羅の背中がそれを拒きよ絶ぜつしていた。


　静馬は無言で刹羅を見つめていた。涼子に邪じや魔まされて再会の挨あい拶さつを言いそびれ、タイミングを失ったのでバツが悪くて喋しやべれないということもあるが、刹羅が真しん剣けんそのものの顔つきをしてるため、そんな余よ裕ゆうはないというのが実際のところである。


　およそ五メートルの間合いと絡からめ合った視線を保ったまま、二人はどちらからともなく、海に向かって足を運んでいた。波打ち際ぎわを越こえ、膝ひざ下したの深さまで水に入ったところで立ち止まる。


　刹羅はゆっくりとコートを脱ぬぎ捨てた。細ほそ身みではあるが肩かた幅はば広くしなやかな筋肉に包まれた上半身と、その背中で翼つばさを広げている刺青いれずみのカラスが露あらわになる。静馬は刹羅の脇わき腹ばらに目をやったが、那智との対戦で受けた傷きずの跡あとは残っていなかった。


「……体たい調ちようの方は万ばん全ぜんみたいやな」


　静馬はコキッと首を鳴ならすと、軽く握にぎった拳こぶしを顔と胸の前に持ち上げ、足を前後に開いてやや半はん身みに構えた。前に出した左足と二つの拳が正面から見ると身体からだの中心線に重なっている。静馬の側は急所を守りながらすぐに攻こう撃げきに移れるが、攻せめる側は何らかの方法で構えを崩くずしてから攻撃しなければならない。攻こう守しゆのバランスの取れた実戦においては基本的な構えだが、静馬は誰だれに教わったわけでもなく自然とこの構えを身につけていた。


「ヒュウゥゥ────」


　尖とがった唇くちびるから鋭するどい呼こ気きが漏もれる。


〈神威カムイの拳けん〉の呼吸法により、静馬の体内に高密度の〈神しん気き〉が育そだっていく。静馬自身が〈炎ほのおの虎とら〉と呼ぶそのエネルギーは、臍へそよりさらに下の身体の底から背骨に沿って上昇するとともに、抑おさえきれないほどの活力を全身に漲みなぎらせる。そのパワーは〈神威の拳〉の使い手でない者にさえ肌が焼けつくような熱気を感じさせた。


　静馬の〈炎の虎〉の高まりに呼こ応おうして、刹羅の〈神気〉──〈凶まがツ風かぜ〉のパワーも増大していった。刹羅を中心として大気が渦うずを巻き、足元の海水が飛沫しぶきを上げる。


　波に運ばれてきた刹羅のコートを美月が拾い上げた。不安げな美月を支えるように七瀬が肩を抱だく。


　無言の対たい峙じはさらに二分以上続いた。


　強い陽よう光こうが二人の頭上に降り注ぎ、水面からの照てり返しが二重に肌はだを焼く。静馬のこめかみから汗あせの滴しずくが頰ほおを伝い、顎あごの先から滴したたった。


　先に動いたのは刹羅だった。右手を後ろに引き、手しゆ刀とうの形にした掌てのひらを下から前方に振ふり上げる。


　ザッ！


　烈れつ風ぷうの刃やいばが水面を切り裂さき、溝みぞを抉えぐりながら走る。


「うおおっ！」


　刹羅が動いたと同時に、静馬は右の拳こぶしを水面に叩たたきつけていた。拳から放たれた〈炎の虎〉が水面下を走り、烈風の刃と激げき突とつする。


　ドォン！


　二人のちょうど中間に身長よりも高い水柱が上がる。その飛沫が水面に落ちるより先に二人は突とつ進しんし、真正面から打ち合った。


「お兄さま──!!」


　美月の悲ひ痛つうな声が波なみ間まに響ひびいた。
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　ブォンッ！


　大気を切り裂く唸うなりを耳元に残して、巨きよ大だいなハサミが涼子の鼻先を掠かすめて通り過ぎた。ガツン、と岩石同士をぶつけたような音を立てて先が閉じる。


「うおっ……とおっ！」


　涼子は仰のけ反ぞった状態から地面を蹴けり、後転して間合いを取る。顔を上げると、ハサミの主が泡あわの中から姿を現していた。


　それは巨大なワタリガニを思わせる怪かい物ぶつであった。


　胴どう体たいは平たく、顔に当たる部分には蜘く蛛ものような複ふく眼がんがサイコロの『五』の形に並んでいる。一いつ対ついのハサミ肢あしを含ふくめると左右の幅はばは五メートル以上、身長は二メートル近くあった。殻からは脱だつ皮ぴしたてのように白く半はん透とう明めいである。


「ちょっと……何これ!?　聞いてないわよ！」


「いや、この程度はまだ予想の範はん囲い内ないだ」


　まるで動じる様子のない慶一郎の反応に、涼子は激しい脱だつ力りよく感かんを覚えた。子供の夢のように現実感のないデタラメな光景を前に正気でいられる神経が信じられなかった。


　変身が完かん了りようしたのか合体カニ怪かい獣じゆうの装そう甲こうの色が定着した。上面が青みがかったパープル、下がクリーム色のツートンカラーである。


「やる気がないなら後ろで見てろ。俺おれが倒たおす」


　慶一郎が前に出る。萎なえかけた涼子の闘とう志しを再びかきたてたのは、カニの頭越ごしに反そり返った尻尾しつぽだった。途と中ちゆうまではエビの尻尾のような節ふしがあるが、七つに分かれた先せん端たんがそれぞれスイマーズの頭部になっていたのである。


「──やる」


　目の据すわった涼子は、木刀を構えなおして慶一郎の隣となりに並んだ。とりあえずキツイ一発を食くらわせないと気が済すまない。


「とはいえ、木刀でどうにかなる相手なの？　飛ひ天てん流りゆうには対怪獣用の技わざなんてないんだけど」


「闘たたかいようはあるさ。だが図ずう体たいの大きさに比べて反応がいいから注意しろ。真正面から突つっ込んでもカウンターを食らうだけだ。攻こう撃げきの届く間合いが違ちがうことに気を付けろ。攻撃を誘さそって空から振ぶりさせてから、その隙すきを狙ねらうのがセオリーだな」


「セオリーねえ……」


「まずは相手の能力を見み極きわめること。それから弱点を探さぐる。自分には有利に、相手には不利になるような間合いで闘うんだ」


「つまり人間相手の時と理り屈くつは同じわけ」


「その通り──来るぞ！」


　カニ怪獣は不ふ意いに攻撃してきた。本体は動かないままで右のハサミだけを数メートルも伸のばしたのだ。


「うそっ!?」


〈のび～るクロー〉の一撃を涼子は辛かろうじて躱かわした。慶一郎は右方向に走り、怪獣の側面に回り込もうとしている。右のハサミが縮み、今度は左のハサミが慶一郎を狙って伸びる。慶一郎は眼前に迫せまるハサミに下から拳こぶしを打ち込んで弾はじいたが、十分な間合いに踏ふみ込む前に突とつ進しんを止められていた。


「攻撃が速い！」


　慶一郎は舌したを巻いた。〈のび～るクロー〉は射しや程てい距きよ離りと攻撃速度において高性能だった。死角に回り込むだけの余よ裕ゆうがない。


「──〈神しん飛ひ拳けん〉！」


　黄おう金ごんの龍りゆう気き弾だんを放つと、カニ怪かい獣じゆうは一いつ対ついのハサミを盾たてにして防ぼう御ぎよ姿勢を取った。その隙をついて慶一郎は突進するが、すぐに正面から〈のび～るクロー〉が襲おそってくる。慶一郎は突つき蹴けりでハサミを弾き返し、即そく座ざに地面を蹴って低てい空くうを滑すべるように跳ちよう躍やくした。カニ怪獣の腹の下に潜もぐり込もうというのだ。


「先生、ダメ！」


　涼子の声と同時に、右のハサミが慶一郎の正面に迫った。〈のび～るクロー〉の直撃を食らった慶一郎は数メートルも飛ばされ、海底に地じ肌はだを見せている岩に叩たたきつけられる。追い打ちのハサミを横に転がって避さけ、慶一郎は辛からくも間合いの外に逃のがれた。


「いかんな……懐ふところに入れん」


「先生、一つ発見したわ。弱点かどうかは分からないけど」


　涼子は左右の腕うでを交こう互ごに伸のばしたり縮めたりして見せた。


「あのカニパンチ、打つのは速いけど片方ずつしか伸ばせないみたい。しかも伸ばしてない方の腕が逆に縮むのよ。もしかすると……」


　慶一郎はカニ怪獣の左右の腕の長さを確かく認にんすると、涼子の言わんとしていることを理解した。


「……試ためしてみる価値はありそうだな」


　慶一郎は再ふたたび怪獣に接近した。〈のび～るクロー〉の射程内に踏み込んだ瞬しゆん間かん、左のハサミが勢いよく伸びてくる。それを待ちかまえていた慶一郎は上体をひねってハサミを躱かわし、肘ひじにあたる部ぶ位いを腕うでに抱かかえ込んだ。


　それを確認した涼子が慎しん重ちように射程内に踏み込む。しかし右の〈のび～るクロー〉は襲ってこなかった。左のハサミ肢あしが限界まで伸びた状態で捕つかまえていると、右のハサミは引っ込んだまま出てこない。どういう構造になっているのかは不明だが、左右のハサミ肢は体内で一つにつながっているらしい。


「行け、御剣！」


　その呼びかけに、涼子は肝かん心じんなことに気付いた。慶一郎が怪獣の左腕を封ふうじている今、攻こう撃げきできるのは自分だけなのだ。涼子は覚かく悟ごを決めた。


「御剣涼子……突とつ貫かんしまーす!!」


　涼子は刺し突とつの構えのまま突進した。


　怪獣の右のハサミがガチガチと震ふるえるが、慶一郎は踏ふん張ばって左腕を離はなさない。


「たあああ──っ！」


　涼子は渾こん身しんの両もろ手て突づきを放った。木刀の切きっ先さきが、怪獣の身体からだで唯ゆい一いつ装そう甲こうに守られていない部位である複眼を貫つらぬき、鍔つばの近くまで深々と突き刺ささった。


　広がる裂さけ目から白い光が漏もれる。涼子は刃やいばを返し、木刀に全体重をかけて斬きり下ろした。鏡かがみ餅もちを切るような手て応ごたえとともに、カニ怪かい獣じゆうの腹がパックリと断ち割られ、砂の上に白い泡あわとグミのような体組織を大量にぶちまける。


　木刀を抜ぬいて飛び退のいた涼子は我わが目を疑った。手にした木刀が白く輝かがやいている。月光を思わせる冴さえ冴ざえとした白はく刃じんの輝きであった。


「な、なに……？　あたしの木刀が光って……」


「御剣、迷わず斬れ！　その剣つるぎならトドメを刺せる!!」


　レイハによってその事じ象しようそのものが封ふう印いんされてしまったため涼子自身は覚えていないが、慶一郎は四よツ葉ば中ちゆうの事件で涼子の木刀が魔ま獣じゆうの装甲皮ひ膚ふを切り裂く様さまを見ている。頷うなずく慶一郎を見て、涼子は戸と惑まどいながらもその言葉を信じた。


　涼子は怪獣の歩ほ脚きやくを踏ふみ台にして甲こう羅らの上に飛び乗った。七しち叉またの尻尾しつぽと化しているスイマーズが牙きばを剝むき、一いつ斉せいに襲おそいかかる。涼子は片かた膝ひざをつきながら木刀を横一文字に一いつ閃せんした。


　──斬ざんッ!!


　輝く白刃が怪獣の尻尾を半なかばから切断した。


『ノオッ、ノオッ、ノオォォォ～ッ！』


　怪獣本体から切り離されたスイマーズは散ちり散ぢりになって吹ふっ飛んだ。涼子は木刀を逆手に握にぎり直すと、怪獣の甲羅に思い切り突き立てた。カニ怪獣の全身を覆おおう甲こう殻かくに亀き裂れつが走り、そこから白い光が漏れる。


「〈龍りゆう勁けい掌しよう〉！」


　慶一郎はハサミ肢あしの関節を貫ぬき手てで突き刺し、〈龍気〉を送り込んで爆ばく裂れつさせた。断裂したハサミを投げ捨てると、数メートルの距きよ離りを飛ぶような歩法によって一いつ瞬しゆんで踏ふみ込み、涼子の木刀が斬った裂け目に揃そろえた両の掌てのひらを突き入れる。指先がカニ怪獣の体内にある硬かたく滑なめらかな球きゆう体たいに触ふれた。


「でああああっ！」


　メリメリメリッ……


　粘ねばる体組織を引きちぎりながら、慶一郎はその球体──〈封ふう魔ま石せき〉をえぐり出した。核かくとなるパーツを失った怪獣の巨きよ体たいは見る間に輪りん郭かくを失い、泡あわの塊かたまりに戻もどって崩くずれ落ちる。


「取ったぞ、レイハ──」


　慶一郎はペンダントと同じ青い石でできた〈封魔石〉を頭上に差し上げた。その直後、真上からスポットライトのような光が射さし込み、〈封魔石〉はその光に融とけるように消しよう失しつした。ソルバニアに転てん送そうされたのだ。


　慶一郎は大きく息を吐ついた。


「やれやれ……これで一いつ件けん落らく着ちやくだ。ご苦労だったな、御剣」


「ご苦労じゃないわよ」


　泡だらけになった涼子が疲つかれ切った顔で答える。べとつく泡を手で払はらい落としながら訊たずねる。


「ところであたしたち、どうやってここから出るわけ？」


「レイハがすぐに結界を解かい除じよするはずだが」


「……ちょっと待ってよ」


　涼子は何かに気付いて、顔を強こわ張ばらせた。


「いきなりバリアーが解除されたら、もしかして……」


　不意に耳に違い和わ感かんを感じて、涼子は言葉を切った。気圧が変化しているのだ。周囲を見回すと、結界を形成していた透とう明めいの障しよう壁へきが揺ゆらいでいた。


「まさか……まさか!?」


　次の瞬しゆん間かん、涼子の悪い予感は現実となった。


　結界が消失し、大量の海水が雪崩なだれを打って押おし寄せてきたのである──
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　ガキィン！


〈炎ほのおの虎とら〉を帯びた拳こぶしと〈凶まがツ風かぜ〉をまとった掌てのひらが衝しよう突とつし、〈神しん気き〉の火花を散らした。


　静馬と刹羅は凄すさまじい打ち合いを繰くり広げていた。しかし互たがいに〈神気〉の鎧よろいを身にまとっている状態のため、有ゆう効こう打だといえるような攻こう撃げきはいまだない。


「何やってんだ……あいつは」


　七瀬は苛いら立だった口調で呟つぶやく。


　拳が届く間合いまで接近しての打撃戦となっているが、それは刹羅の本来の闘たたかい方ではない。大気を操あやつる〈凶ツ風〉は相手を近付けずに抑おさえ込む闘い方が真しん骨こつ頂ちようである。自みずから接近して殴なぐり合いを挑いどむ必要はまるでないのだ。


　もはや何度目か分からない接近連打の応おう酬しゆうの最さい中ちゆう、二人の動きが止まった。互いの腕うでを押し付けて組み合ったまま動かない。


「……何な故ぜだ」


「なんやと？」


　闘いの最中に刹羅が口にしたその言葉に、静馬は思わず聞き返していた。刹羅は虚うつろな目つきで静馬をにらみつけながら、改めて問う。


「あの時……何故、トドメを刺ささなかった？」


「刺してほしかったんか？」


　逆に問われて、刹羅はギリッと歯を軋きしらせた。


「生かしておけば……俺は必ずお前を殺すぞ」


「ほう～、そらまたなんで？」


「〈神威カムイの拳けん〉の使い手にとって勝負とはそういうものだ……」


「ハッ、しょーもない話やのう。このオレを殺やれるもんやったら殺ってみい！」


　二人は互いを突つき離はなすようにして飛び退のいた。鋭するどい呼気を吐はき、互いに必殺の〈神威の拳〉を放つ構えをとる。


　先に仕し掛かけたのは静馬だった。


　飛び道具では太た刀ち打うちできないと踏ふんだのか、〈炎の虎〉を帯おびた拳を構えて突とつ進しんする。刹羅は合がつ掌しようした両手を頭上に持ち上げ、見えない剣つるぎを大上段から振ふり下ろすようして叩たたきつけた。指先から繰くり出されたギロチンのような風の刃やいばが、眼がん前ぜんに迫せまった静馬を迎むかえ撃うつ。


　ドォォン！


　二人の姿が重なった瞬間、爆ばく発はつ的てきな水みず飛沫しぶきが上がった。


　激げき突とつした〈神気〉の効果によるものか、飛沫は微び細さいな霧きりと化して広がり、二人の姿をかき消した。思わず飛び出そうとする美月を七瀬が押おし止とどめる。間もなく潮しお風かぜによって霧が吹ふき払はらわれ、視界が開けた。


　二人は互たがいに位置を入れ替かえ、背を向けたまま立っていた。


　静馬が素す早ばやく振ふり向く。刹羅は静馬の方に向き直ろうとして──ゆっくりと前のめりに倒たおれていった。


「お兄さまっ!?」


「刹羅──！」


　京極家の三人が慌あわてて駆かけ寄る。一部始終をデジカメで撮さつ影えいしていた大作も、いそいそと静馬の元に駆け寄った。


「やりましたね、静馬さん！」


「別に……オレは何もやってへん」


　静馬は面おも白しろくもなさそうに言って、オーバーに肩かたをすくめて見せた。ボリボリと頭を搔かくと、刹羅を介かい抱ほうしている七瀬たちを指さし、


「おい！　すぐに日ひ陰かげに連れてって冷やしたれよ。たぶん日射病やからな」


「ええっ？」


　美月が刹羅の額に手を当て、症しよう状じようを確かく認にんした。京極刹羅は静馬にではなく、真ま夏なつの太陽に敗やぶれたのである。予想外の結けつ末まつに、七瀬と秋嵩はガックリと肩を落とした。


「フッ……虚きよ弱じやく！」


　静馬は濡ぬれた前まえ髪がみを搔き上げて格好をつけてみたが、限りなく不戦勝に近い勝利ではちっとも決まらなかった。


「畜ちく生しようォ～、てめえ、草[image: ]！　いずれ決着はつけてやるからな！」


「バカ、負け惜おしみにしか聞こえないだろ。黙だまって帰りゃいいんだよ！」


　刹羅をおぶった秋嵩の尻しりを七瀬が蹴け飛とばす。


「なんか見覚えのある画が面めんですよねえ……」


　退たい散さんしていくチーム〈ＫＯＧ〉の姿をデジカメのモニター越ごしに眺ながめながら、大作が感かん慨がい深げに呟つぶやいた。二人の方を振り向いた美月に手を振ふると、少女は複雑な表情を見せながらも、ペコリと頭を下げて帰っていった。


「空むなしいのう……得るもんのない闘たたかいは。誰だれも見てへんし」


　格かく闘とう家かとして感傷にひたっているのか単なる目立ちたがり屋なのかよく分からないことを言いながら、静馬は腕うで組ぐみをして海に目を向けた。その隣となりに並んで海を眺ながめながら、大作が言う。


「ところで、さっき海に消えていった涼子さんと南雲先生はどうしたんでょうね？　〈フライング・シーマンズ〉の姿も見えませんけど……」


　ジャキッ！


「──おぐっ!?」


　静馬は不意に喉のどを締しめ付けられて仰のけ反ぞった。銀色のチェーンが首に巻き付いている。


「ククッ……背中ががら空あきだよ！」


　チェーン攻こう撃げきの主ぬしは引き返してきた七瀬だった。七瀬はもう一本のチェーンも繰くり出して静馬の右腕に絡からませると、みずから接近しながら手た繰ぐり寄せる。


「こんなに早よう仕返しに来るとは……お前もたいがいせっかちさんやな」


「やかましいんだよ！」


　七瀬はさらにチェーンを引き寄せ、静馬の身体からだを両腕で捕とらえた。互たがいの息が頰ほおにかかるほどに顔が近付く。


（──もろた！）


　静馬の脳のう裏りに閃せん光こうのごとく一発逆転の奇き策さくが閃ひらめいた。常識人、あるいはそれなりに世間の目を気にする人間ならば、思いついても絶対に実行しようとはしない禁きん断だんの奇策が。しかし草[image: ]静馬という男は、思いついたことは即そく実行に移うつさないと気が済すまないタイプであった。たとえ『恥はじ知らず』『変態』と罵ののしられようとも──である。


「むちゅ～～～っ！」


　静馬の奇策とは単純なものだった。顔が接近しているのをこれ幸さいわいに、口をタコのように伸のばして七瀬に『せっぷん』を迫せまる、という破は廉れん恥ち極きわまるものである。当然相手は死ぬほど嫌いやがって離はなれようとするので、そこにチェーンの縛いましめから逃のがれるだけの隙すきが生じるという計算なのだ。女の心しん理りを突ついた完かん璧ぺきな作戦であった。


　しかし──


　静馬のこの『悪あく魔まの方程式』は無む惨ざんにも破やぶられた。


　七瀬は顔をそむけるどころか、逆に数センチの距きよ離りを詰つめて、自分から唇くちびるを押おし付けてきたのである。


「～～～ッ!!？」


　静馬はジタバタもがいたが、チェーンに首をガッチリ捕とらえられているため、逃れるどころか身動き一つできなかった。


「ああっ、し、静馬さんが……静馬さんが犯おかされている～ッ!!」


　大作は驚きよう愕がくしながらも、デジカメを操そう作さすることも忘れなかった。幸いにもシャッターチャンスはたっぷり数十秒もあったので、不要な画像を消去して撮とり直す余よ裕ゆうすらあった。




[image: ]


「…………ぷは～っ！」


　ビールの大ジョッキを飲のみ干ほしたかのように息を吐つきながら、七瀬はようやく唇を離した。チェーンから解放された静馬の身体からだは砂の上に膝ひざから崩くずれ落ちる。


「あ、頭痛い……」


　静馬が酸さん欠けつで土つち気け色いろになった顔を上げると、七瀬はリストバンドにチェーンを巻き直しながら、勝ち誇ほこったように微笑ほほえんだ。


「これできっちり借りは返したからね──あばよ！」


　意い気き揚よう々ようと立ち去っていく七瀬を呆ぼう然ぜんと見送りながら、静馬は何な故ぜか敗北感に打ちひしがれていた。


「ま、負けた……何かよう分からんけど負けた……」


　その静馬の背はい後ごで、大作が心の底から怯おびえた声を上げる。


「うっ……うわあああーっ！」


　ゆっくりと顔だけ振ふり向いた静馬は、大作の悲鳴の理由を悟さとった。


　海から上がってきたばかりと思われる涼子が、波打ち際ぎわに立っていた。


　涼子は右手に木刀を携たずさえ、疲つかれ切った足取りで砂浜に上がる。棒立ちになっている大作を無視し、まだ座すわり込んでいる静馬の横を通り過ぎようとした時、冷め切った視線をちらりと向けた。


「…………楽しそうじゃん」


　感情のカケラもない棒読みのセリフを吐はき捨てると、涼子は重い足を引きずるようにして去っていった──










　第三十四話　真夏の夜の後始末







〈七月三十日──さらに追つい記き〉





　人生が何らかの得点ポイントを競きそうゲームだとするなら、その勝利条件は何なのだろうか。


　より多くの財産を手に入れることだろうか。社会的に高い地位に就つくこと、それとも名声や栄えい誉よを得えることだろうか。愛する女（男）を得ることも一つの勝利ではあるだろう。


　ともあれ、何をもって成功や勝利とするかの条件は、その集団の共同思想によっておおむね決められているものだ。そしてその条件は善ぜん悪あくの価値判断と直ちよつ結けつしている。


　だがそれとは別に、個人がこだわりとして自分自身に課かすルールもある。他者によって認められるためではなく、自分が自分を認めるために課すルールが。時としてそのルールは、近しい価か値ち観かんを持つ個人の間に生死をかけるほどの争いを引き起おこす理由と成なり得る。


　金でも名めい誉よでもなく、尊そん敬けいや愛情でもない何か──それを争うことが真の闘たたかいなのかもしれない。





　　　　一





「──涼りよう子こちゃん、ねえ……そろそろ起きて」


　ひとみに揺ゆり動かされた涼子は、ビクッと身体からだを震ふるわせると唐とう突とつに目を覚さました。タオルケットを蹴け飛とばして上半身を起こし、じっとりと脂あぶら汗あせの浮ういた顔をこすって周囲を見回す。


　菱ひし沼ぬま家け別べつ荘そうの一室──涼子たち女子が寝しん室しつに使っている和室である。時刻はすでに夕ゆう刻こくらしく、部屋に射さし込んでくる光は西日になっていた。


「あたし……どれくらい寝ねてた？」


「お昼もとらずに寝ちゃったから……四時間半くらいかしら。もう夕ご飯よ。みんな庭にいるから、すぐにきてね」


　そう言い置いて、ひとみはいそいそと部屋を出ていった。涼子はしばらく起きたままの姿勢でボ～ッとしていたが、廊ろう下かの先からただよってくる香こうばしい匂においをかいだ途と端たん、胃い袋ぶくろがクウと鳴なって、猛もう烈れつな空くう腹ふく感かんに襲おそわれた。


「ダ、ダメだわ……食べないと死ぬる……」


　涼子はめまいを覚えながらもフラフラと立ち上がった。汗を吸ったＴシャツを着き替がえ、洗せん面めん所じよで顔を洗う。庭に向かうと、別荘に泊とまっている涼子たち一行の他にも見覚えのある面々が集まってバーベキューを始めていた。


「涼子ーっ！　こっちこっち」


　よく通るハスキーな声で呼びかけてきたのは、大だい門もん高校演えん劇げき部部長の後ご藤とう史し織おりだった。隣となりには獅し子し倉くら達たつ哉やの姿もある。他の参加者も合宿にきている演劇部の部員たちだった。


「どうしたんです？　みんなで集まって」


「菱沼先生にお呼ばれしたの。合宿の予算じゃ食しよく費ひがまかないきれないって話をしたら、お抱えシェフの海かい鮮せんフルコースを御ご馳ち走そうしてくれるって」


「ははあ……で、そのシェフはどこに？」


「ほら、あっちよ」


　史織が指ゆびさしたのはベランダの前にあるテーブルだった。史織たちが囲んでいるバーベキュー用のグリルではなく鉄てつ板ぱん焼やき用のカウンターが出ており、そこに下はアーミーパンツ、上は白い割かつ烹ぽう着ぎというアンバランスな風ふう体ていをした大男の姿があった。大きなフォークと洋よう包ぼう丁ちようを手に、熟じゆく練れんした手さばきで鉄板の上の食しよく材ざいを切り分けている。


　涼子はずかずかと歩いて演劇部員の間をすり抜ぬけ、ひとみたちを押おしのけて、そのお抱かかえシェフこと南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうの前にやってきた。テーブルに叩たたきつけるように手を置き、


「──先生、ちょっと確かく認にんしたいことがあるんだけど」


「夢か現実かという質問なら、答えは現実だ」


　慶一郎はバター焼きにしたホタテの貝かい柱ばしらを四つに切って皿さらに載のせながら答えた。


「現実……」


　涼子は眉み間けんにしわを寄せ、こめかみに手を当てて暗あん然ぜんとした表情を見せた。慶一郎の言葉は、涼子が言いかけた質問──『昼間の怪かい獣じゆう退たい治じは本当にあったことなのか？』──に対する完かん璧ぺきな回答だったが、その事実は涼子をさらに深しん刻こくな気分にさせていた。何より、昼に怪獣とあれほどの死し闘とうを繰くり広げながら、夕方には呑のん気きに鉄板焼きをしている目の前の男の神経が信じられない。


「涼子ちゃ～ん、顔かお色いろ悪いわよ～。ほら食べなさ～い」


　菱沼奈な々な子こがスープ皿を涼子の前に置いた。魚ぎよ介かい類るいをほとんどそのまま無む造ぞう作さに鍋なべに放ほうり込んで煮に込こんだだけといった感じの料理で、具が大きいうえに量も半はん端ぱではなく、エビの尻尾しつぽが皿の端はしから飛び出している。


「なあに？　この海かい鮮せんごった煮は」


　皿に添そえられたスプーンを取ると、赤みを帯おびたスープをすくって口に運ぶ。


「……うっ!?」


　涼子は思わず絶ぜつ句くした。甘あまい独どく特とくの芳ほう香こうが口の中に広がり、魚介類の濃のう厚こうな旨うま味みが舌したに染しみわたっていく。脳のうがとろけるような感覚に、涼子は疲つかれを忘れて恍こう惚こつとなった。


「う……うまい……！」


「でしょ～～」


　奈々子は自じ慢まんげにはしゃいだが、本人が作ったわけではないことは明らかである。涼子はもう一度スープを味わうと、慶一郎に訊たずねた。


「このスープは？　初めて食べたけど」


「特とく製せいブイヤベースだ。プロバンス地方の漁りよう師し風海鮮ごった煮なんだが、サフランとニンニクの風ふう味みを効きかせるのが特とく徴ちようだな。いい材料が手に入ったんで作ってみた」


「ブイヤベースといえば世界の三大スープに肩かたを並べる美お味いしいスープなのよ～」


「世界の三大スープって何でしたっけ」


　大だい作さくの何なに気げない問いに、奈々子は口を半はん開びらきにしたまま固かたまった。すかさずひとみがフォローする。


「確か中ちゆう華かのフカヒレスープと、タイのトムヤムクン、それに……」


「コンソメスープの粉こな！」


　断だん固ことしたその声に全員が振ふり返る。そこには、金属製のボールを抱かかえて泡あわ立たて器で何かをかき混まぜている静しず馬まの姿があった。


「……で、三つめは？」


　涼子は完かん璧ぺきに無む視ししてひとみに聞き直す。


「ロシアのボルシチよ。ブイヤベースを三大スープに数える人もいるみたい」


「コンソメスープの粉は？　カップの焼きそばのオマケに付いてるやつ。あれを直ちよくで舐なめんのが最高に……」


「貧びん乏ぼう舌じたは黙だまってなさい！」


　涼子に一いつ喝かつされた静馬はすごすごと引っ込んだ。そのやりとりを注ちゆう視ししていた演劇部員たちの間から、驚おどろきとも称しよう賛さんともつかない微び妙みようなため息がもれる。一人怪け訝げんな表情の達哉は史織に耳みみ打うちした。


「俺おれの知らない間にずいぶんと力関係が変わったみたいだが……いつもああなのか？」


「今日はあっさりしてる方よ。いつもはもっと派手な応おう酬しゆうがあるんだけどね。ハブとマングースみたく」


「勝つのはいつもマングースの方か……」


「そゆこと」


　史織はそう言ってクスクス笑った。





　あまりの美び味みゆえに『人間を堕だ落らくさせるブイヤベース・相模さがみ湾わん風』と命名されたスープは、バーベキュー用三種の特製ソースとともに好こう評ひようを博はくした。しかし『空くう腹ふく』という最高のスパイスを持っていた涼子は、それとはほとんど無関係に旺おう盛せいな食欲を見せ、目の前で焼き上げられる海の幸さちを片っ端ぱしから平たいらげた。


　半分に割ってグラタン風に焼き上げた伊い勢せエビをあっという間に胃い袋ぶくろに収めると、涼子の視線は次の獲え物ものを求めてさまよった。鉄板の隅すみで白い湯ゆ気げを上げている物体に目を留とめる。


「うっ!?」


　その視線に気付いた静馬が頰ほおを引きつらせた。涼子が狙ねらいを定めたのは、余った食材を使って静馬が勝手に作っている海かい鮮せんお好み焼きであった。


「おい……ごっつ見とるで、こっち」


「完全に狙ってますね……あれは飢うえた野や獣じゆうの目ですよ」


　お好み焼きを裏うら返がえしている間も一いつ瞬しゆんたりとも視線を外はずさない涼子に、静馬と大作はライオンに狙われているインパラのごとく戦せん々せん恐きよう々きようとしながらささやき合う。


　お好み焼きがいい焼き具合になり、静馬がコテで再さい度ど返そうとした時、涼子の右手が目にも留まらぬ速さで動いた。


　カキィン！


　逆さか手てに握にぎった割わり箸ばしが静馬のコテを弾はじき、お好み焼きの真ん中に突つき立った。涼子が手元に引き寄せようとするのを静馬は両手のコテで押おさえる。数秒間にわたる無言の対決の後、涼子は全体の三分の一を奪うばい取って我わが物とした。


「ちょっと待たんかい、涼子！」


「……なによ？」


　静馬は立ち上がって抗こう議ぎしようとしたが、涼子にキッとにらみつけられた途と端たんに勢いきおいを失った。この男にしては珍めずらしいことに少々どもりながら適切な言葉を探し──ようやく出てきたセリフがこれだった。


「ソ……ソースとマヨネーズはいらんのか？」





　　　　二





　夕食後──


「手伝うこと、ある？」


　涼子が台所に顔を出した。慶一郎は珍しいこともあるもんだと感かん心しんしながら、大量に残っている皿洗いを頼たのんだ。


「ひとみは休んでてよ。用意する時に寝ねてたから、今働くわ」


　涼子は先に来て手伝っていたひとみを追い出すと、一人で皿洗いを始めた。しばらくして、周囲に他の人間の気配がないことを確かく認にんすると、隣となりの慶一郎に話しかける。


「先生、ところでさっきの話の続きなんだけど……毎回、召しよう喚かんされるたびにあんな怪かい獣じゆうと闘たたかってたわけ？」


「いや、今日のはたいしたことなかったぞ。戦せん闘とう能力からすると中の下げってところだな」


「なっ……」


　涼子は皿を取り落としそうになった。


「あれで中の下って……もっと凄すごいのがいるわけ!?」


「口から火を吐はいたり、目から怪かい光こう線せんを出したりするやつはザラだな。ものによっては空も飛ぶし」


「そんなのと闘ってたら命がいくつあっても足りないじゃない！」


「それはそうだが……そもそも闘いってのは常つねに命がけなもんじゃないのか？」


　慶一郎は逆に問いかけた。とくに強調することなく、いたって淡たん々たんとした口く調ちようで、


「お前は勝てると分かっている時だけ闘うのか？　自分の身の安全が保証されている時だけか？　もちろん俺おれも負けると分かっている闘いはしないが、リスクをまったく背負わずに闘うなんてことはできないし、そんな闘いはありえないと思っている。多かれ少なかれ、闘いには常に死の可能性がつきまとう。そうじゃないのか」


「それは……そうだけど」


　涼子は不ふ承しよう不ぶ承しよううなずいたが、すぐに反論した。


「でも、命をかけられる時とそうじゃない時ってもんがあるじゃない。今回は変態スイマーズの痴ち漢かん行こう為いを止めるっていう大たい義ぎ名めい分ぶんがあったけど、先生は〈怪物の素もと〉が地球に送り込まれるようになる前だって闘ってたわけでしょ？」


　言いながら、涼子はさらに恐おそろしい事実に思い当たった。この慶一郎という男は、怪獣相手に生死をかけるような闘いをしてきた後で、呑のん気きに授業をしたり、美お味いしいスープを作ったりしていたのだ。涼子が倒たおれるように眠ねむっていたのはもちろん疲ひ労ろうもあるが、正直なところあんな怪物と出会って神経が参まいってしまい、眠りでもしないと正しよう気きが保たもてそうになかったからである。


「その……誰だれも見てないところで、誰にも感謝されないのに、命がけで闘うのって……なんだか変よ。どうして闘えるわけ？」


「誰にも感謝されないわけじゃないぞ。少なくとも一人はいる」


「レイハって人？　でも基本的に無報酬ノーギヤラなんでしょ」


「それはそうだが」


「ほら、やっぱり変よ。ちゃんと納なつ得とくのいく理由が聞きたいわ」


「ふむ……」


　慶一郎は少し困こまったように首を傾かしげた。これまで自分の行動について他人に説明したことはなかったのだ。


「そうだな……理由なら二つある」バーベキューの串くしを洗いながら答える。


「前にも言ったと思うが、レイハは命の恩おん人じんだ。その義ぎ理りがある」


「もう一つは？」


「レイハが俺の力を必要としているからさ。そしてまだ要らないとは言われていない」


「……だから闘うわけ？　それだけの理由で？」


「それだけあれば十分だろう。少なくとも俺にとってはな。それに人間と闘うよりは気き楽らくだ。手て加か減げんする必要がないしな」


　涼子の手が止まっていた。慶一郎の物言いがあまりにあっさりしていたからだ。


「やっぱり変よ……」


　涼子はそう言いながらも、どことなく納得するところがあった。果はたして慶一郎が金きん銭せん的てきな報ほう酬しゆうのために働く人間なのかと誰かに問われれば、涼子は『ＮＯ』と答えるだろう。


　一いつ般ぱん的てきな常識で考えるところの損そん得とく勘かん定じようはこの男にとっては何の意味もないのではないか──涼子は無意識のうちにそう漠ばく然ぜんと理解していた。おそらく慶一郎にとって『自分にできること』と『すべきこと』の線引きが、常識からはかけ離はなれたところにあるのだ。もちろんまったく報酬がないわけではなく、慶一郎なりの価値や意味があってやっていることには違ちがいないだろう。ただしその報酬が形のある物ではなく、目にも見えないというだけのことである。


「でも……それは要するに利用されてるだけなんじゃない？」


「利用価値があるから必要とされるんだろう。俺とレイハは友達というわけじゃないからな」


「それにしたって、いきなり結界が消えるなんてひどいんじゃない？　危あやうく土ど左ざ衛え門もんになるところだったわよ……レイハって人、あたしたちを殺す気!?」


「海底にいるとは知らなかったんだろう。俺もそこまでは説明しなかったし」


「だからって、あまりにも扱あつかいがぞんざいよ」


「御み剣つるぎを巻き込んだことなら謝あやまる。確かに危険に見み合あうような報酬はないし、常識で考えればバカげたことには違いない。なにしろ相手は怪かい物ぶつだからな。次からは呼ばないから安心しろ」


「そうじゃなくて！」


　涼子の手元から泡あわが飛び、慶一郎の頰ほおにくっついた。思わず手に力が入ってスポンジを握にぎりしめていたのだ。涼子は慌あわてて拭ふこうとしたが、その手も泡だらけだったため慶一郎の顔は泡にまみれた。


　慶一郎は首にかけているタオルで顔の泡を拭ぬぐった。


「興こう奮ふんするな」


「ご、ごめん……」涼子は手の泡を洗い流すと、あらためて慶一郎の鼻先に指を突つきつけた。


「あたしが訊ききたいのはそういうことじゃなくて、つまり──」


　自分の言いたいことが相手に通じるのかどうか一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしてから訊たずねる。


「問題なのは、それが正義なのかどうかってことよ！」


「……なるほど」


　慶一郎は複雑な表情でうなずいた。涼子の洗った皿を布ふ巾きんで拭って食器棚だなに戻もどしながら、


「自分でそう信じることと、世間に認められることは別問題だな。昼間の事件にしても、一部始し終じゆうを包み隠かくさず説明したところで信じてくれる人間がいるか？」




[image: ]


「この目で見たあたしでさえ信じられないんだから、そんなの無理に決まってるわよ。訊きたいのはそうじゃなくて、その……ソルなんとかって異世界のことよ。レイハって人がやってることは本当に正しいことなわけ？」


「それは分からん」


「わ、分からん……ですって!?」


　とんでもないことを即そく答とうした慶一郎に、涼子は猛もう然ぜんと食くってかかる。


「正しいかどうか分からないことに協力してるわけ？　しかも命がけで!?」


「興奮するなと言ってるだろ」


　慶一郎はやんわりとたしなめると、寸ずん胴どう鍋なべを磨みがきながら言う。


「例えば……そうだな。御剣、お前はインドのカーストのような階級制度についてどう思う？　人間は平等であるべきで、階級による差別はあってはならないと思うか」


「そりゃあ思うわよ。当たり前じゃない」


「お前にとっては当たり前だろうが、階級制度によって成り立っている社会では、仏教が説くような平等思想は、社会の根こん幹かんを揺ゆるがす危険思想になる。それでもその考えは『正しい』と言えるのか？」


「……何が言いたいわけ？」


「善悪の価値観は国によって……いや、それこそ民族の単位で異なるものだ。ある民族の中で最高に価値あることとされている行こう為いでも、その隣となりの民族から見れば悪あく行ぎよう以外の何物でもない、なんてことは普ふ通つうにあるし、それが当たり前なんだ。日本には先せん祖ぞを敬うやまう伝統があるが、自分の親が死んでも遺い体たいを適当な場所に埋うめるだけで墓はかも建たてないという国だってある」


「ひどいわねえ」


「別にひどくはないさ。その国じゃ常識なんだからな」


　涼子は眉まゆをひそめたが、慶一郎は同意しなかった。


「善悪の価値観には、その民族がどういう歴史を経へて、どんな困こん難なんを克こく服ふくしてきたかが深く関係している。残念ながら俺はソルバニアの歴史や社会についてはほとんど何も知らないし、ソルバニアの社会におけるレイハの地位や立場がどんなものかも詳くわしくは知らない。だが〈封魔柱コンテナ〉を地球に送り込んでくる連中も、それを阻そ止ししようとするレイハも、どちらも自分が正しいと思ったことをしているはずだ。それがソルバニアにとって正しいかどうかは彼らの間で決着をつけるべきことで、俺が口を挟はさむ筋すじ合あいじゃあない──そういうことだ」


　話が終わっても、涼子はしばらくポカンと口を開けたまま慶一郎の横顔を見つめていた。


「どうかしたか？」


「いや……なんか、初めて教師みたいなことを言ったなと思って。無む駄だに世界一周してないわね～」


「昔読んだ本の受け売りだ。俺が考えたんじゃない……身をもって確かめはしたがね」


「それだけでもたいしたもんよ」


　涼子は感心してはみたものの、事じ態たいが進しん展てんしたわけではないことに気付いた。腕うで組ぐみしてため息を吐つき、


「要するに異世界のことはそこに住んでる人間にまかせとけってことでしょ？　それはそれでいいとして……でも〈怪かい獣じゆうの素もと〉が地球に送り込まれてくるのは事実なわけだし、それを知ってるのは先生とあたしだけ……たった二人で地球を守れっての？」


「地球ってのは大げさだな。レイハが敵てきの動きを監かん視しして〈封魔柱コンテナ〉の出現場所を俺のいる近くに修しゆう正せいしてくれるから、守しゆ備び範はん囲いはご近所だろ。東京に戻もどればせいぜい板いた橋ばし区く内ないだと思うが」


「それだって十分広いじゃない。もし間に合わなくて退治に失敗したら……？」


「当然、警察か自じ衛えい隊たいの出動ってことになるな」


「自衛隊……」


　涼子の脳のう裏りを、口から吐はく一万度の炎ほのおで板橋区名物・東京大だい仏ぶつをドロドロに溶とかし、尻尾しつぽの一いち撃げきで団だん地ちをドミノ倒だおしになぎ倒す巨きよ大だい怪獣のスペクタクル映像がかすめた。自衛隊の戦せん闘とう機きも目から放射する怪光線で次々と撃げき墜ついされ、辺あたりは地じ獄ごく絵え図ずの様よう相そうを呈ていしている。


「こ……このままでは日本が大ピンチだわ！」


「何を勝手に想像しているのかは知らんが、俺がそれを見ることはないだろうな。大事件になる頃ころには俺はやられてるはずだ」


「そんな無責任なことじゃ困るわ。あたしたちが闘たたかわなくて誰だれがやるのよ！」


「やる気はなかったんじゃないのか？」


「え？　そりゃ、まあ……」


　想像上の大怪獣ではなく現実の合体スイマーズの恐きよう怖ふを思い出し、涼子は鼻はな白じろんだ。しかし同時に、失しつ念ねんしていたある疑問が浮うかんでくる。


「そうよ、忘れてたわ！　あたしの木ぼく刀とうが光ってたのはどういうことなの!?」


「あれか？　俺の〈神威カムイの拳けん〉のようにソルバニアでは肉にく眼がんでは見えない物が見えるようになるが、レイハの作った結界内でも同じ現象が起きたと考えるのが妥だ当とうだ。もとからあった〈気〉のようなもの──〈剣けん気き〉とでも言えばいいのかな。それが見えるようになったんだろう」


「〈剣気〉……」


「詳くわしいことは俺よりも鉄てつ斎さい先生に訊きいてみた方がいい。剣術は専門外だ」


　涼子は手て近ぢかにあったすりこ木ぎを摑つかむと、海底での闘いを思い起こした。異い形ぎようの怪かい物ぶつと相対した恐怖以上に、木刀で分ぶ厚あつい装そう甲こうを貫つらぬき、尻尾を一いつ刀とう両りよう断だんしたあの手て応ごたえが鮮せん明めいに蘇よみがえってくる。


　コォン！


　ほとんど無意識のうちに水平に振ふるったすりこ木を、慶一郎は寸ずん胴どう鍋なべの底で受け止めていた。二人の目が合う。闘とう志しにあふれた鋭するどい視線を向けられた慶一郎は、眩まぶしそうに目を細めた。


「……お前の考えていることが手に取るように解わかるぞ」


「いいじゃない。現実に危機が迫せまってるんだから、世紀末に生きるサムライとして見み過すごしにはできないわ！」


　涼子はすりこ木を放ほうり出すようにして置くと、勢いよく右手を差し出した。慶一郎は渋しぶ々しぶその手を取り、握あく手しゆを交かわした。


「先生、共に闘いましょう。地球の平和を守るために！」


「だから地球は大げさだと……せいぜい二十三区内にしとけ」


　慶一郎は釘くぎを刺さそうとしたが、一人で勝手に盛もり上がっている涼子は聞いていなかった。涼子は『武ぶ士し道どうとは死ぬことと見つけたり～』などと鼻歌まじりに口ずさみながら意い気き揚よう々ようと出ていく。慶一郎はやれやれと肩かたをすくめた。


「こんなはずじゃなかったんだが、話の順番を間ま違ちがえたかな……？」


　頼たのもしい味方を得たのか、それともお荷に物もつを背せ負おい込んだのか──今の慶一郎にはなんとも判断がつきかねた。





　　　　三





「──おい、涼子」


　台所を出て居間へと向かった涼子は、裏庭に面した廊ろう下かを通りかかったところで呼び止められた。見ると、食後の運動でもしていたのか、赤いＴシャツにカンフーズボン姿の静馬が裏庭に立っている。


「……何か用？」


「お前、なんか勘かん違ちがいしとるやろ」


「はあ？」


　だしぬけな質問に、涼子は片方の眉まゆを上げて怪け訝げんな顔を作った。


「あたしが何を勘違いしてるって？」


「言わんでも分かるやろ……あれのことや」


「あれって？」


　おうむ返しに訊きくと、静馬はじれったそうに握にぎった拳こぶしを震ふるわせる。


「あくまでシラ切るつもりやな～……」


「だから、何が言いたいわけ？」


「そやから……あれは事故や！」


「だから何が!?」


「分からんやっちゃなあ……よし！」


　静馬は遂ついに意を決したように一歩前に出ると、一人で二人分のダンスを踊おどっているようにも見える奇き妙みようなジェスチャーを始めた。投げ縄なわを放つカウボーイ、絞こう首しゆ刑けいにされる男、断だん末まつ魔まのタコ（？）等の形けい態たい模も写しやを次々に披ひ露ろうしていく。


　涼子は腕うで組ぐみをしたままそのパフォーマンスを眺ながめていたが、さっぱり要よう領りようを得ないので、やがて興味を失ってその場を立ち去った。


　涼子がいなくなって十数秒後──


　廊下を通りかかった慶一郎は、怪あやしげにクネクネと身をよじって踊っている静馬の姿を見かねて声をかけた。


「……何をやってるんだ？」


「へ？……うおおっ!?」


　廊下に立っているのが涼子ではなく慶一郎だと気付いた静馬は、大おお慌あわてで飛び退のいた。


「いっ、いつの間にすり替わった!!」


「何のことだかよく分からんが」


「……チッ！」


　恥はずかしい姿を見られたからか、それとも本能的に勝しよう機きを見たのか、静馬は二歩の助じよ走そうから地面を蹴けり、慶一郎の顔面を狙ねらって跳とび蹴りを放った。裏庭と廊下は五〇センチほどの段だん差さがあり、さらに相手は二メートルの大男である。素す晴ばらしい跳ちよう躍やく力りよくであった。


　顔面に向かって伸のびてくる蹴りを、慶一郎は差し上げた左腕うでで外側に弾はじくようにして受けた。慶一郎の左腕と静馬の右足が、手首と足首のところで接せつ着ちやくしたように一いつ瞬しゆん、空中で静止する。


「──!?」


　幻げん覚かくかと目を瞠みはる静馬。


　慶一郎は左腕で静馬の足を巻き込むように、螺ら旋せん状に回転させながら突つき出した。静馬の身体からだはきりもみ回転しながら吹ふっ飛ばされるが、猫ねこのような絶ぜつ妙みようなバランス感覚で体勢を立て直し、地面に足から着ちやく地ちした。


「いい蹴りだな。だが少々高さを欲よく張ばりすぎだ」


　慶一郎の評ひよう価かを聞きながら、静馬は地面にしゃがみ込んだまま鼻を鳴らした。飛びかかる隙すきを窺うかがっているようにも見えるが、実際には右足が軽く痺しびれていてすぐには動けないのだ。


「ところで草くさ[image: ]なぎ」


「なんや？」


「聞いたぞ。京きよう極ごく刹せつ羅らに会ったそうだな」


「…………」


「完かん勝しようだったと聞いたが？」


「アホか。あんなもん勝ちのうちには入らんわい」


　静馬は汚よごれてもいない脛すねを手で叩はたいて立ち上がった。カンフーシューズの爪つま先さきでトントンと地面を蹴って、足首の調子を確かく認にんする。


「さて……って、こら、待たんかい！」


　顔を上げた静馬は、早くも立ち去ろうとしている慶一郎を発見し、泡あわを食って呼び止めた。


「邪じや魔まかと思ったんだが……まだ何か用があるのか？」


「たまには教え子の話に耳を傾かたむけたらどうやねん」


「お前が言うか!?」


　半なかば呆あきれながらも慶一郎は引き返した。奇き襲しゆうを食らわない微び妙みような間ま合あいで立ち止まり、


「……で、話というのは？」


「〈神威カムイの拳けん〉のことや」


「ほう」


　慶一郎は口元に太い笑えみを浮うかべた。静馬の方から質問してくるというパターンが珍めずらしく、興味深かった。


　静馬はライバル視している慶一郎に訊きかねばならないことが屈くつ辱じよくであるらしく、少し視線を外しながら言った。


「〈神威の拳〉の使い手同士の勝負っちゅうもんは……どうなんや？」


「どう、とは？」


「どこまでやったら決着がついたことになるんかって訊いとんねん！」


「ふむ……」


　慶一郎は顎あごをひと撫なでして、


「……質問の意味がさっぱり分からんな」


「頭悪いんか、お前！」


「質問の仕方が悪いんだ。漠ばく然ぜんとしすぎてるし、お前も一いつ般ぱん論ろんを知りたいわけじゃないだろう。具体的に誰と決着をつけたいのか言ってもらわないとな」


　静馬は不ふ貞て腐くされたようにそっぽを向いた。腹を割って話すつもりは毛もう頭とうないらしい。


「それで、京極刹羅に何を言われた？」


「──!?」


　ストレートに核かく心しんを突つかれて黙だまっているのもバカバカしくなったのか、静馬は昼間の刹羅との勝負のことを話した。『どうしてトドメを刺ささなかったのか』という問い──そして『〈神威カムイの拳けん〉の使い手同士の闘たたかいとはそういうものだ』という言葉──刹羅と交かわしたほんの二言、三言の会話が、静馬の胸にしこりとなって残っていたのだ。


「ふうん……その刹羅という奴やつ、由ゆい緒しよ正ただしい〈神威の拳〉を受け継ついでいるらしいな。確かに〈神威の拳〉の使い手同士の闘いに手て加か減げんは禁きん物もつだ……〈神しん気き〉の見えない普ふ通つうの人間とは違ちがって手の内がバレるからな。だが──」


　静馬が聞きたいのはそんな話ではないことは慶一郎も承しよう知ちしていた。少し考えてから、話題を変えた。


「例えば大リーグの選手は──」


「……あん？」


「いや、アメリカンフットボールでも何でもいいんだが、とにかく格かく闘とう技ぎ以外のスポーツ選手は──格闘技ではないから、肉体や生命を直接的な危険にさらしていないからといって、真剣勝負をしていないと思うか？」


「────」


　静馬の頭がその言葉の意味を理解するための間をたっぷりと置いてから、慶一郎は問いかけた。


「草[image: ]、お前のモットーは何だ？」


　静馬は何かが閃ひらめいたように顔を上げた。発達した犬けん歯しを剝むき出し、右手の親指をビッと立てる。


「──〈ケンカは楽しく〉!!」


「そういうことだ」


　慶一郎はゆっくりとうなずいた。


「本当に殺すつもりならライフルでも爆ばく弾だんでも持ってくればいい。〈神威カムイの拳けん〉にこだわっている限り、それは競きよう技ぎの一種だ……結局は負け惜おしみにすぎんさ。お前はお前の流りゆう儀ぎでやればいい。もともと他人に遠えん慮りよするような質たちでもあるまい」


　柄がらにもなく発はつ破ぱをかけるようなこと言うと、慶一郎はさっさと背を向けて歩き出した。


「ちょっと待て、南雲！」


「……まだ何かあるのか？」


「お前はどうなんや？　お前やったらどうする!?」


「俺おれはお前とは違ちがう」


　慶一郎は振ふり向かずに、背中越ごしに答えた。


「俺が本気で闘たたかうのは……命のやりとりをする時だけだ」


　それだけを言って再び歩き始めるが、今度こそ呼び止める声は聞こえてこなかった。





　　　　四





　涼子が浴衣ゆかたに着き替がえて表に出ると、演劇部員たちはすでに花火を始めていた。奈な々な子こにひとみ、大作、美み雪ゆきと沙さ羅らの姿もある。達哉と史織が涼子の姿を見つけて手て招まねきした。


「草[image: ]は一いつ緒しよじゃないのか？」


　達哉の言葉に、涼子は露ろ骨こつに頰ほおを膨ふくらませた。


「先せん輩ぱい、あたしとあのバカをセットにしないでください！　コンビどころか不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士なんですから」


「神かみ矢や君も加えて三点セットじゃないの？」


「史織さんまでそういうことを言う～」


「あら、みんなも同意見だと思うけど……ねえ？」


『ですよねえ～～』


　女子が大半を占しめる演劇部員たちが賛さん同どうの意を示す。親指を下に向けてブーイングをしているのは沙羅一人であった。大作は嬉き々きとして、


「いやあ、これだけ世間に認にん知ちされているとは……日々の努力の賜たま物ものですよね」


「というより、あんたを野の放ばなしにしていたあたしのミスだわ」


　涼子ににらまれて大作はたじろぐ。そこへ達哉が割って入った。


「しかし夕食の時は驚おどろいたなあ……いつもあんな感じなのか？」


「何がです？」


「あの草[image: ]から食い物を強ごう奪だつしてただろ。ハゲタカのごとく」


「だ、誰がハゲタカですか」


　涼子は頰を赤らめ、口ごもりながら抗こう議ぎした。


「あの時はその……強きよう烈れつにお腹が空すいてたんで、自然の本能が命じるままにカロリーを摂せつ取しゆしてたんです」


「それじゃ静馬さんと同じ……」


　カスッ。


　涼子は大作の脳天に拳げん骨こつを見み舞まおうとしたが、寸すん前ぜんでしゃがまれてクリーンヒットしなかった。大作は警けい戒かいして頭を抱かかえながら、涼子の顔を下から窺うかがう。


「あれ？　お腹が空いてたから……ってことは、怒おこってたからじゃないんですね？」


「そうよ。文もん句くある？」


「いえいえ、それならいいんですよ。よかった～」


　大作は心底安心したように胸を撫なで下ろした。その様子に何か不ふ穏おんなものを感じながらも、涼子はとりあえず無視して花火を楽しむことにした。


「ドラゴンはないの？　ドラゴンは！」


　演劇部の女子が遊んでいるのは手持ちの花火ばかりで、安全性のこともあってか大型の物は使われていない。辺あたりを見回した涼子はあることに気付いた。花火で遊んでいる顔ぶれの中に、明らかに演劇部員ではない人間が混まじっている。同じデザインのヨットパーカーを着た、ひどく瘦やせっぽちで貧ひん相そうな面めん相そうの男子が七人──


「なんか……夕食の時より人、増えてない？」


「その人たち？　なんだか寂さびしそうにしてたから混ぜてあげたのよ」


「でもこの連中、なんか見覚えが……」


　近寄ってしげしげと観かん察さつしていると、パーカー七人衆しゆうは涼子の存在に気付いて一いち礼れいした。リーダーらしき男子が前に歩み出る。


「ああ、あなたでしたか……その節せつはご迷めい惑わくを……」


「……誰？　あんたたち」


　涼子の問いに顔を見合わせた七人は、一いつ斉せいにパーカーのポケットから水すい中ちゆう眼鏡めがねと水すい泳えい帽ぼうを取りだして装そう着ちやくした。水泳帽の側そく面めんに小さくプリントされている数字を見た涼子は、思わず叫さけび出しそうになるのを辛かろうじてこらえた。


　彼らは海の藻も屑くずと消えたはずの〈フライング・シーマンズ〉であった。


「い……生きてたの!?」


「ええ。我々は大いなる海に抱だかれ……その水底から新たな生命を得て蘇よみがえったのです」


　スイマーズは遥はるか彼方かなたの夜空を見つめながら、歌うように言った。


「スイミングの暗黒面に囚とらわれた我々は、負ふの感情に縛しばられ、明るい青春を謳おう歌かしている人々を妬ねたみ、嫉そねみ、彼らを陥おとしいれんとして愚ぐ行こうを繰くり返してきました……しかし我々はその呪じゆ縛ばくから解かい放ほうされたのです！　いまや我々は自由な魚だ!!　おお、この喜びをいかにして表現したらいいのだろう……そうだ！」


「ま……まさか……」


　涼子の悪い予感は的中した。スイマーズはヨットパーカーを脱ぬぎ捨て、ビキニパンツ一いつ丁ちようの姿で踊おどり始めたのである。弾はじけんばかりの喜びを全身で表現しているものの、不気味な暗黒舞ぶ踏とうであるところは何も変わっていなかった。


「涼子さん、これを」


　大作が差し出したのは、七本の筒つつ型がた花火を束たばねた禁きん断だんの火か器きであった。涼子は迷わずそれをひっ摑つかむと、即そく座ざに点火する。


「暗黒舞踏滅めつすべし！」


　ズバババババ──ッ!!


　必ひつ殺さつのドラゴンバズーカ（仮か称しよう）が火花を噴ふき、輝かがやく滝たきのごとくスイマーズに襲おそいかかった。（※よい子のみなさんへ……ドラゴンバズーカを装そう備びした人を見たら全力で逃にげましょう）


「おお～……地じ獄ごく絵え図ずやのう」
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　そこへやってきた静馬は、逃げまどうスイマーズを追い回している涼子の姿を見てヒュウと口くち笛ぶえを吹ふいた。


「朗ろう報ほうですよ、静馬さん！」


　駆かけ寄ってきた大作が耳打ちする。


「どうやら、涼子さんは例のシーンを見ていないようですよ。わずかの差で見み逃のがしてたみたいです。僕らの思い過すごしだったんですよ！」


「そうか！　なんや……焦あせって損そんしたわ」


　二人は肩かたを抱だき合って喜び合う。その後ろで、沙羅が美雪に花火を渡わたしていた。


「そのまま動くなよ～、美雪。撮とってやるから」


　沙羅はポケットからデジカメを取り出して、電源スイッチを操そう作さした。なにげなく目を向けた大作の顔色が青ざめる。


「あれ？　そのデジカメは、まさか……」


「どうした大作!?」


　静馬は沙羅の持っているデジカメを見て、同じく表情を凍こおり付かせた。それが昼間、問題のシーンを撮さつ影えいした大作のデジカメだったからである。


「なに……これ？」


　沙羅の動きが止まっていた。再生モードになっているデジカメの液えき晶しよう画が面めんに見入っている。


「ちょっと……これ、どういうことよ？　ナギーッ!!」


　怒いかりで顔を真っ赤に染めた沙羅が静馬に詰つめ寄った。静馬は沙羅の手からデジカメを奪うばい取ると、大作にパスする。


「その証しよう拠こを消せ！　早よう!!」


「は、はい！」


　大作は小こ走ばしりに逃げながらデジカメを操作し、証拠の画像を消去しようとした。画像管かん理りメニューの表示を読もうと立ち止まった時、横から伸のびてきた手がデジカメを奪い去った。


「あ、あああ……」


　大作は絶望的なうめき声を上げた。もはや証拠隠いん滅めつが不可能だと悟さとったからだった。


「へえ～、こういうことになってたわけ……」


　涼子はデジカメの画像を確かく認にんしながら、抑よく揚ようのない口調で呟つぶやいた。横目でジロリと白い視線を静馬に向ける。


「……モテモテでいいわねえ、静馬」


「違ちがう！　違うんじゃあああっ!!」


　静馬は土ど下げ座ざして身の潔けつ白ぱくを訴うつたえたが、聞き入れられるものではなかった。


　そして──





　一人遅おくれてやってきた慶一郎は、線せん香こう花火の彼ひ岸がん花ばなのような赤い火花を眺ながめながら、美雪に訊たずねた。


「結局忙いそがしくて、あんまり美雪ちゃんと一いつ緒しよに遊べなかったけど……どう、楽しんだ？」


「ん……」


　美雪はこくりとうなずくと、顔を上げた。


　その視線の先には、涼子と沙羅のダブル・ドラゴンバズーカの火花を浴あびて逃にげまどう静馬と大作の姿があった──
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　第三十五話　災わざわいを呼ぶ男







〈八月九日──曇くもり時々晴はれ〉





　体たい格かくや力で劣おとる者が、自分より優まさる者と闘たたかって勝かつ──それが武ぶ術じゆつの生うみ出された目的の一つであり、真しん髄ずいでもあるだろう。


　例えば非ひ力りきな女子供が大人の男と闘わねばならない状じよう況きように陥おちいった場合、正しよう面めんからぶつかっていては勝ち目はないが、相手の背はい後ごに回り込んで急きゆう所しよを蹴けり上げれば一いち撃げきで悶もん絶ぜつさせることもできる。武ぶ器きを使えば（使いこなせればだが）互ご角かくに闘うこともできるだろう。極きよく端たんな話、戦せん法ぽうさえ間ま違ちがえなければ、アイスピック一本で幼よう稚ち園えん児じがプロレスラーを殺すことさえ可か能のうだ。


　ところがスポーツ格かく闘とう技ぎにおいては、背後を取ることも急所を攻こう撃げきすることも、武器を使うこともほとんど禁きん止しされている。それに闘いの場が平へい板ばんなリング内に限げん定ていされていては逃にげながら闘うこともでき（実じつ際さい、最もつとも安全な勝ち方は『逃げること』である）、実じつ戦せんにおいて重要な『虚きよを突つく』という行こう動どうも取とりにくい。裏うらを返かえせば、スポーツ格闘技で禁止されている行こう為いのほとんどは実戦で有ゆう効こうな戦せん法ぽうでもあるといえる。


　現実に遭そう遇ぐうする闘いにはほど遠とおく、体格や機き械かい的てきなパワーの差がそのまま勝敗につながってしまう不ふ平びよう等どうなルール──俺おれがいわゆるスポーツ格闘技を単たんなる競きよう技ぎの一いつ種しゆとしてしか楽しめないのは、そのルール上での勝しよう者しやがすなわち『強い』とは納なつ得とくしかねるからだ。


　俺が認めるのは掛かけ値ねなしの強さ──生せい死しを分わかつ土ど壇たん場ばを生き延のびることのできる本物の力だけだ。





　　　　一





　凄すさまじい熱ねつ気きと歓かん声せいが、殺さつ気きと怒ど号ごうが、ドーム会場内に溢あふれかえっていた。


　孤こ島とうを模もして高い位置に設せつ置ちされた六ろつ角かく形けいのリングに立ち、全ぜん身しんにその熱と圧あつ力りよくを感じながら、挑ちよう戦せん者しやレックス・ディザスターマンの心は冷めていた。


　身しん長ちよう二〇二センチ、体たい重じゆう一一七キロという数字からはにわかには想そう像ぞうしがたい、鈍どん重じゆうさなど微み塵じんも感じさせないダビデ像のごとく均きん整せいの取れた精せい悍かんなボディ。


　トレードマークの稲いな妻ずまをデザインした黒いバンダナを頭に巻まき、ダークブロンドの長ちよう髪はつを太ふとい首の後ろで束たばねている。二十二歳という若さゆえの甘あまさと獰どう猛もうさをともに備そなえたやや細ほそ面おもてのマスク。だがグリーンの瞳ひとみには燃もえ上がる闘とう志しはなく、どんよりと曇くもっていた。


　第三回アルティマ・テューレ大会決けつ勝しよう戦せん──


　この総そう合ごう格かく闘とう技ぎトーナメントは、半年前のデビュー戦で対たい戦せん相手を再さい起き不ふ能のうにしてしまい、北ほく米べいのプロレス界からほされているレックスが辛かろうじて出しゆつ場じよう権けんを獲かく得とくできた唯ゆい一いつの公こう式しき戦だった。しかし──


「こんなもんが〈何でもありバーリ・トウード〉だと？　くだらねえ……」


　レックスは心しん底そこうんざりしたように呟つぶやくと、リングに敷しき詰つめられたマットに蹴けりをくれた。まるでベッドのように柔やわらかいマットは瞬しゆん発ぱつ力りよくを殺してしまい、相手のタックルを躱かわすことを困こん難なんにする。パンチやキックの打だ撃げき力は固かたい地じ面めんを踏ふみしめた足底から生じるため、このマット上では有効な打撃を打うつこともできない。


　打撃技わざの威い力りよくを無むにし、組くみ技・寝ね技を得とく意いとする格闘技にとって圧あつ倒とう的てきに有ゆう利りな地形──〈何でもあり〉とは名ばかりのハンディキャップ戦であった。


　巨きよ体たいに似に合あわぬパワーとスピードを兼かね備えたレックスの持もち味は猛もう烈れつな突とつ進しん力りよくと重おもい打撃──中でもあらゆる間ま合あいから放はなつ必ひつ殺さつのエルボーにある。関かん節せつ技も寝技もみっちり練れん習しゆうしてはいたが、楽に躱せるはずのタックルで倒たおされ、グラウンド状じよう態たいでの攻こう防ぼうを強しいられることは屈くつ辱じよく以外の何なに物ものでもない。決勝まで闘たたかってきた相手も、床ゆかがコンクリートかアスファルトであれば打撃だけで一分以内にＫＯできる程度の雑ざ魚こばかりだった。
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　レックスをさらに苛いら立だたせるのは、逆に倒されそうになると自分から仰あお向むけになって追つい撃げきを防ふせごうとするみみっちいスタイル（あくまでレックスの主しゆ観かんだが）である。犬なら敵てきに降こう参さんして許ゆるしを請こうポーズにしか見えない。


（ストリートであんな真ま似ねしやがったら即そく、撃うち殺してやるところだぞ……小こ賢ざかしいカス共どもが……）


　要ようするにこの大会は体ていのいい見み世せ物ものなのだ──そう悟さとった途と端たん、レックスの中に暗あん雲うんのような虚きよ無む感かんが広がり、肉体の奥おくに封ふうじ込めていた黒い獣けものが頭をもたげていた。


「ぐ……」


　腹はらの底そこから湧わいてくる黒い衝しよう動どうに、レックスはギリッと歯はを軋きしらせた。鼓こ動どうが高たか鳴なり、血けつ中ちゆうのアドレナリンが増ぞう加かして痙けい攣れんを起おこしたような震ふるえが全ぜん身しんに走はしる。


　そもそもレックスがプロレス界に足に踏ふみ入れたのは、この狂くるおしいほどの闘とう争そうへの渇かつ望ぼうを満みたすためだった。自分の中に棲すむ黒い欲よく望ぼうを闘いの炎ほのおで燃やし尽つくさねばならなかったのだ。


（不完全燃ねん焼しようだぜ……）


　レックスの中でブスブスと黒い煙けむりを上げてくすぶっているパワーが、爆ばく発はつの瞬しゆん間かんを待ちわびながらその圧あつ力りよくを高めていた。会場に満ち溢あふれた観かん客きやくの熱気など、それに比くらべれば涼すずしいものだった。


　ほどなくして、仰ぎよう々ぎようしいアナウンスとともに決勝戦の対戦相手がリングに現あらわれた。


　赤しやく銅どう色いろの肌はだをした小型のマウンテンゴリラといった印いん象しようの男である。日本人なら『直ちよく立りつした土と佐さ犬けん』とでも形けい容ようしそうなふてぶてしい面つら構がまえ。身長は一〇センチ以上低いが、筋肉の質しつ量りようでは変わらないように見える。半はん袖そでの柔じゆう道どう着ぎから伸のびている太く長い腕うで。純じゆん粋すいに腕わん力りよくだけを比べればレックスを上うわ回まわるかも知れない。


　ホーマー・トンプソン──柔道から空手、プロレスを経へてブラジリアン柔じゆう術じゆつに転てん向こうしたという経けい歴れきを持つ格かく闘とう家かである。前大会での優ゆう勝しようにより一いち躍やくトップ・ファイターの地ち位いに躍おどり出た実じつ力りよく者しや。ねばり強づよい試合運はこびと相手の隙すきを的てき確かくにつくタックル、一度捕つかまえた相手は決けつして放さず大だい蛇じやのごとく動きを封ふうじて仕し留とめる寝ね技わざの技ぎ術じゆつ──そのどれを取っても一いつ級きゆう品ひんである。だが、この大会そのものがでっち上げだと感じているレックスにとってはしょせん作られた偶ぐう像ぞうであり、最強を僭せん称しようするハリボテの偽にせ物ものにすぎなかった。実際、決勝トーナメントの組み合わせにしてもホーマーが有利に闘える相手ばかりだった。レックスが決勝に残ったのも予定外の結けつ果かだったに違ちがいない。


　二人はリング中ちゆう央おうに出て向かい合った。レフェリーから試合開かい始し前のルール説せつ明めいを受うけながら、レックスは低い声でホーマーに訊たずねる。


「なあ……てめえは本当に強いのか？」


　ホーマーは口をきつく結むすんだまま黙だまっていたが、コーナーに戻もどる時に独ひとり言ごとのように言い残した。


「強さとはただ示すものだ……語るものではない」


「────」


　レックスは口元に薄うすい笑えみを浮うかべた。愚ぐ問もんだと気付いたのだ。その答えはこれから確たしかめるのだから。


　ゴングが鳴なり響ひびいた。


　レックスが最初に取った行動は突とつ進しんだった。それもホーマーに向かってではない。突進の先にいたのはレフェリーであった。


　レックスはダッシュからのエルボーの一いち撃げきでレフェリーを倒たおすと、ベルトを摑つかんで軽かる々がると頭ず上じように抱かかえ上げ、そのまま三メートルのフェンスの外へ放ほうり出した。突とつ然ぜんの行動に棒ぼう立だちになっているホーマーに、レックスは獰どう猛もうそのものの笑みを見せる。


「さあ、見せてもらおうじゃねえか……本当の実じつ力りよくをなあ!!」


　ホーマーはセコンドに試合を中ちゆう断だんするように指し示じを出そうとしたが、その声は歓かん声せいと怒ど号ごうにかき消けされた。レックスが近付くと、さすがにホーマーの方も背せを向むけて逃にげるわけにもいかず、相手をする他ほかなくなった。


　レックスは慎しん重ちように間合いを測はかりながら牽けん制せいのパンチを繰くり出す。ローキックを使いたいところだが、マットの上での蹴けり技はバランスを崩くずしやすく、ホーマーにつけ入る隙すきを与あたえてしまうため何気なく出すわけにはいかない。


　レックスが本ほん気きだと悟さとったホーマーも、もはや逃にげるという考えは捨すてて勝負に集しゆう中ちゆうしていた。レフェリーに暴ぼう行こうを加えてリングから追い出したことでレックスの反はん則そく負けは確かく定ていしている。そしてここで勝利すればチャンピオンとしての名めい声せいにもより一層のハクが付くというものだ。そのためには圧あつ勝しようで決けつ着ちやくをつける必要があった。


　ホーマーは獲え物ものを狙ねらう鷹たかの目でレックスを──その眼がん球きゆうや筋肉の動きに至いたるまでつぶさに観かん察さつした。それまでパンチを使って牽制していたレックスだったが、効こう果かが薄うすいとみたらしくローキックを打つ気け配はいをみせた。普ふ通つうならキックの戻もどりにタックルを合わせるところだが、ホーマーはローキックの気配を感じた瞬しゆん間かん、技の出かかりを狙ねらってタックルを仕し掛かけた。


（──かかった！）


　レックスは上げかけた足を戻すと、重じゆう心しんを下げた万ばん全ぜんの体たい勢せいでホーマーのタックルを受け止めた。頭で考えたフェイントではない。身体からだが勝かつ手てに動いたのだ。


　レックスはホーマーの頭を胸の下に抱かかえ込むと、顎あごを摑つかんで捻ひねりつつ上から体重をかける。観客からは単にタックルを上から潰つぶしているだけに見える体勢だったが、仕掛けたホーマーに異い変へんが起こっていた。相手の胴どうに回していた腕うでを放はなし、でたらめに空くうを搔かいている。


　ホーマーは首を極きめられていた。しかもタップする余よ裕ゆうすら失うしなっている。誰だれも見たことのないタックル破やぶりの技わざであった。


　慌あわてたセコンドがタオルを投げ入れたがレックスは無む視しし、さらに体重をかけた。


「おおおお──っ!!」


　ミリッ……ゴキン。


　鈍にぶい音がリングに響ひびく。


　それはホーマーの頸けい骨こつが軋きしんだ音であった──





　　　　☆





「──どういうつもりだって？」


　インタビュアーの間ま抜ぬけな質問に、レックスは吐はき捨てるように答えた。


「リアル・ファイトでどっちが本当に強いのか……見てりゃ分かんだろうが!!」


　首根ねっこを摑つかんでインタビュアーを控ひかえ室の外へ追い出すと、レックスはベンチに腰こしを下おろし、腕や顔に飛び散ちった返り血ちをタオルで拭ぬぐった。


　ホーマーは病びよう院いん送おくりになった。頸骨にダメージを受けた後、リング外に放ほうり出され、打だ撃げきと投げのフルコースを食らったのである。ホーマーも多た少しようの抵てい抗こうはしたが、首がいっている状態ではいかにチャンピオンといえども無む力りよくに等ひとしかった。


　最後に放った必殺のエルボーが綺き麗れいに決まったことで、鬱うつ積せきしていたレックスの憂うさはかなり晴はれていたが、反はん則そくは反則である。ホーマーも半はん殺ごろしの目にあっているため決勝戦は無む効こう試合となり、今は三位決定戦が行われている。控え室のモニターは消してあるため試合の様よう子すは見ていないが、文字通りの死し闘とうを見せられた後で、観客がその試合を楽しんでいるはずがない。それを思うと痛つう快かいだったが、レックスの立たち場ばは笑っていられるほど気き楽らくなものではなかった。


「やっちまったもんはしょうがねえが……さて、どうしたもんかね」


　久ひさ々びさの公こう式しき試じ合あい、それも決勝まで進んでおきながら得えたものと言えば疲ひ労ろうと虚きよ脱だつ感かん、そして〈災いを呼ぶ男デイザスター・マン〉に相応ふさわしい追つい加かエピソードだけだった。そのエピソードもプロレス界に復ふつ帰きするチャンスを逸いつした今となってはマイナスでしかない。


　ルール通りにやって勝てるなら勝っておけばいいものを──そうも思ったが、しょせんそれは他た人にんの意い見けんだった。レックスは自分が闘たたかいに求めているものが何なのか、この大会を通じてはっきり自じ覚かくしていた。それを求めたところで格かく闘とう家かとしての栄えい光こうや莫ばく大だいなファイトマネーとは何の関かかわりもないことも。


　血が沸ふつ騰とうし、頭の中が真まっ白しろになるような闘いの興こう奮ふん。闘とう争そう本能だけが肉体を支配し、過か去こも未み来らいも吹ふっ飛んで消え去り、生死の狭はざ間まで全生命が烈れつ火かのごとく燃え上がる一いつ瞬しゆん──レックスが望むのは闘争本能を犬のように飼かい慣ならすことではなかった。自分の生命を超こえたところまで解とき放はなつことだった。


（やはり……あの男じゃないとダメなのか）


　レックスの脳のう裏りに一人の男の姿が鮮せん明めいに浮うかび上がっていた。


　バイカー軍ぐん団だんを率ひきいるストリートギャングのリーダーだった頃ころに遭そう遇ぐうした東洋人の挑ちよう戦せん者しや──その男の操あやつる二丁ちようのショットガンはバイカーたちの愛車をことごとくスクラップに変え、散さん弾だんが切れた後もトンファー代がわりに振ふり回し、近付く者は一撃で骨ほねを砕くだかれた。倒たおした相手から奪うばったピストルやナイフは、その男が手にした途と端たんに一撃必殺の武器と化かした。一発の銃じゆう弾だんは確かく実じつに一人を仕し留とめ、投とうじられたナイフは吸すい込まれるように急所に突つき刺ささった。


　無む手てになった男はさらに恐おそろしい戦せん士しとなった。ショットガンでブン殴なぐられていた方がまだ幸しあわせだったと思えるほどの凄すさまじい拳けん法ぽうの使い手だったからだ。突きや蹴けりは人間の身体からだを一〇メートル近く吹ふき飛ばし、極きめ技わざは一いつ瞬しゆんのうちに相手の関節を砕く。レックスと同じく二メートルを超こえる巨きよ体たいの持ち主でありながら、その体たいさばきは疾しつ風ぷうのごとき速さだった。


　それはまさしく怪かい物ぶつだった。三〇人からの武装集団が壊かい滅めつするのに五分とかからなかったのである。


　最後に残ったレックスは一対一の勝負を挑いどんだものの、ほとんどろくな抵てい抗こうもできなかった。最後に食くらったのがホーマーにも使ったタックル破りの首折りである。大おお勢ぜいと闘う場合、地面に倒されることはすなわち死の危き険けんを意味する。その男はそれを承しよう知ちしていて、タックルの対たい抗こう策さくを持っていたのだ。


　レックスは自分の首を撫なでた。あの闘いを何度思い出してみても、いまだに自分が生きていることが不ふ思し議ぎでならなかった。そして退たい院いん後、有名な格闘家か傭よう兵へいだろうと思っていたその男が中ちゆう華かレストランの見み習ならいコックにすぎないと知った時の、言いようのない奇き妙みような感かん覚かくが蘇よみがえってくる。


　その闘いの興こう奮ふんが忘れられずに飛び込んだ格闘界だったが、そこにあるのはスポーツ化あるいはショービジネス化された、リアル・ファイトとはほど遠いぬるま湯の世界だった。最近になって男の消しよう息そくについて調べたが、判わかったことといえば暗あん黒こく街がいのボスが主しゆ催さいする裏うらの格闘大会に出場し、その後ご行方ゆくえ不ふ明めいになったという噂うわさだけだった。


（あの男こそ最強だ──死んだはずがねえ）


　レックスは今でもそう信しんじて疑うたがわなかった。


　表の格闘界からは追放されたも同どう然ぜんの身である。どうせならあの男の消息をとことん追ってみるのも悪くない──そこまで考えて、レックスは自分の望みがはっきりと形をなすのを感じた。『真しん剣けん勝負の興奮』などと回りくどい言い方をする必要はなかったのだ。


「あの男ともういっぺん、本気でやり合あいてえ──」


　そう口に出して言ってみると、鬱うつ屈くつしていた気分が噓うそのようにすっきりと晴はれ渡わたった。


　レックスが異い様ような気配を感じたのはその直後だった。


「──!?」


　視し界かいが急に陰かげった。頭上を仰あおぐと、電でん灯とうはついているものの照てらす光がひどく弱よわ々よわしくなっている。まるで周囲の空間に吸い取られるように光は弱まり、やがて控ひかえ室の中は完全な闇やみに包つつまれた。


「停てい電でんかよ？……にしちゃあ妙みような消え方だったが……」


　レックスはベンチから立ち上がり、手て探さぐりでドアの方に進んだ。しかし奇妙なことに、五メートル以上歩いても目と鼻はなの先にあったはずのドアに手が届とどかない。両手を前に突つき出しながらさらに数歩進むが、ドアどころか壁かべに触ふれることもできなかった。座すわっていたベンチに戻もどろうとしたがその位い置ちさえもはや判らない。


　暗くら闇やみで方向感覚がおかしくなったのか──それとも試合中に受けたダメージが元で気付かぬうちに昏こん倒とうして夢ゆめを見ているのかとも思ったが、ただ異い様ようなことが起きているという実じつ感かんがあるだけで、何も答えは出せなかった。


　レックスは手探りで歩き回るのを止めて、立ち止まった。


「……何だ？」


　ほとんど聞き取れるかどうかという小さな声が聞こえてきた。ブツブツと小声で祈いのりの言葉を呟つぶやいているような気配がある。耳を澄すまして声の聞こえてくる方向を探ろうとしたが、耳元なのか遠くなのかも判はん然ぜんとしない。


『フフ……そう焦あせるな……レックス・ディザスターマン』


　不意に背後から聞こえてきた男の声に、レックスは闇の中で振ふり返りながら身み構がまえた。何かを詠えい唱しようするような声が高まり、足元から赤い光が噴ふき出す。まるで古い時計の文字盤ばんのような赤い紋もん様ようが床ゆかに現れ、レックスの正面に立つ巨きよ大だいな影かげを照てらした。


「うっ……!?」


　レックスは言葉を失った。


　身長二〇二センチの自分が見上げねばならない位置に男の顔があったからである。レックスは自分が小さな子供に戻ったような錯さつ覚かくを覚おぼえたが、そうではなかった。目の前に立っている男の身長は、単たん純じゆんに見み積つもっても三メートルに達たつしている。


　その巨人は、ドイツの古い貴き族ぞくを思わせる威い厳げんに満ちた風ふう貌ぼうの持ち主であった。獅し子しのたてがみを連れん想そうさせる豊ゆたかなダークブロンドの髪かみにカイゼル髭ひげ。彫ほりは深く、その奥おくにある双そう眸ぼうは光の加か減げんのためか金こん色じきに光って見えた。


　ベルベットのような光こう沢たくのある黒いマントを着つけているためはっきりとは判らないが、おそらく十頭とう身しんに近いプロポーションをしていると思われた。その巨体だけでも十二分に異様だったが、それ以上に巨人の全身から放ほう射しやされる強きよう烈れつな存そん在ざい感かんがレックスを威い圧あつしていた。


『我わが名はウィラード・ゲイツ……喜よろこぶがいい。レックス・ディザスターマン、お前の願いを叶かなえてやる──』


　巨人──ゲイツはマントを跳はね上げ、右腕うでを前に突き出した。その手には、青白い光を放つ透とう明めいな結けつ晶しよう体たいが握にぎられていた。


「て、てめえ！　何だ……それは!?」


『これは〈力〉だ。あの男──南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうと闘たたかうためのな……』


　ゲイツがゆっくりと結晶体をレックスの胸に近付けた。レックスは反射的に逃のがれようとしたが、見えない腕に捕とらえられたように四し肢しが動かない。


「ぐっ……や、やめろ……」


『拒こばむな。お前は選ばれたのだ……〈八はつ極きよく魔ま素そ〉の素そ体たいにな』


　ズプッ……


　ゲイツの手がレックスの胸むな板いたを粘ねん土どのように貫つらぬき、深ふか々ぶかとめり込んでいく。結晶体が心しん臓ぞうに達したその時、レックスの体内に爆ばく発はつ的てきな〈力〉が流れ込み、衝しよう撃げきとなって全身を駆かけめぐった。


「お……おおおああああ──ッ!!」


　灼しやく熱ねつのマグマに全身を焼き尽つくされるような感覚の中、レックスは肉体の奥おくに眠ねむっていた〈闘いの獣けもの〉が目め覚ざめ、歓かん喜きの咆ほう吼こうを上げるのを感じていた──





　　　　二





『……ピッ、ピッ、ポ──ン』


　正しよう午ごの時じ報ほうが鳴った。


「いただきま～す！」


　鬼おに塚づか家の居い間まに、涼りよう子この元気な声が響ひびく。


　夏休みの平へい日じつ──時おり晴れ間の覗のぞく曇くもり空の天気だが、湿しつ気けは少なくからりとした暑あつさである。障しよう子じと襖ふすまが開あけ放たれた居間は風かぜ通しがよく爽さわやかだった。


　本日の昼食はシンプルな冷ひや麦むぎである。錦きん糸し卵たまごや椎しい茸たけの煮に染ぞめなどの付け合わせは充じゆう実じつしているが、慶一郎が真しんに工く夫ふうを凝こらしたのは冷や麦のつけ汁じるだった。帰き国こくして三か月──昆こん布ぶとかつお節ぶしの研けん究きゆうもかなり進み、ことダシに関しては日々自信を深めつつある。ただし鬼塚家の人間は基き本ほん的てきに無む口くちなうえ、涼子や大だい作さくは何を食べても『うまい』としか言わないので、張はり合いという点では今ひとつだった。


　食しよく卓たくを囲かこんでいるのは鉄てつ斎さいと美み雪ゆき、慶一郎と涼子の四人だった。


　真まな鶴づる旅行の後、すぐに剣けん道どう部の合がつ宿しゆくに参加した涼子はすっかり日ひ焼やけしている。合宿から戻もどってくるなり飛ひ天てん道場に入いり浸びたり、剣けん術じゆつ修しゆ行ぎように明あけ暮くれているところは熱心を通り越こしてもはやマニアであった。慶一郎が起き出す頃ころにはすでに居いて、慶一郎が寝ねる頃まで居い座すわるので、鬼塚家に居い候そうろうしているのに近い状じよう態たいである。実際、二階の端はしの客きやく間まはほとんど涼子の私し室しつと化している。


　いつもは午前中の激はげしい稽けい古この後で疲つかれているため大人しいが、今日の涼子はやけにハイテンションだった。


「ご機き嫌げんだな、御み剣つるぎ。何かあったのか」


　慶一郎が訊たずねると、涼子は澄すまし顔で答える。


「教えてあげてもいいですけど、飛天流の奥おう義ぎに関かかわることなので……後で斬きりますよ」


「口封ふうじが必要なことを教えるなよ」


「訊きく方が悪いんです」


　無む為いな会話をしているうちに電話の音が鳴った。電話を受けに行った美雪が、どこか狐きつねにつままれたような顔で戻ってくる。


「あの……『ザマス、ザマス』って……」


「え？──ああ、俺にだ」


　慶一郎は居間を出ると、廊ろう下かの角かどにある電話の受じゆ話わ器きを取った。


「はい、南雲です」


『Ｏｈ──ケーイチローザ～マスね!?』


　いきなり聞こえてきた鼓こ膜まくに刺ささるようなキンキン声に、慶一郎は思わず耳から受話器を離はなしていた。受話器を持ち替かえてから、あらためて応こたえる。


「レイチェル……もういいから英えい語ごで話してくれ。何度も言ってるが、あんたの日本語には大いに問題がある」


『分かったわよアイ・シー』


　ＩＣＰＯインターポールの特とく別べつ捜そう査さ官かんという肩かた書がきを持つレイチェル・ピンカートンは、英語になった途と端たんにセクシーボイスで返へん事じをした。


（……英語だと年とし相そう応おうなのに、日本語を喋しやべるとまるっきりオバハン声になってしまうのは何な故ぜだろう）


　頭をよぎる素そ朴ぼくな疑問は横に置おいておくことにして、慶一郎はレイチェルの話に耳を傾かたむける。


『レックス・ディザスターマン──知ってるわね？』


「そんな縁えん起ぎの悪い名前の男は覚えがないな……誰だれだ？」


『本名レックス・レイヴン。元ストリートギャングのリーダーで、一度あんたに殺ころされかけた後のち、更こう生せいしてプロレスラーになった男よ』


「ああ……思い出した。そんな奴やつもいたっけな。名前までは憶おぼえてなかったが」


『案あん外がいクールね……まあいいわ』


　資料のファイルをめくる音と、ジャンクフードの包みをガサガサと探さぐる音が聞こえた。


『レックスは一〇日前に出しゆつ場じようした……〈アルティマ・テューレ〉って格かく闘とう大会の決勝戦を闘たたかった後、行方ゆくえ不ふ明めいになってるの』


「まさか地ち球きゆうの裏うら側にいる俺おれにそいつを捜さがせと？」


『慌あわてなさんな。話には順じゆん序じよってもんがあるのよ。あんたが世せ話わになってたチャイニーズ・レストランのミャオちゃん、憶えてるでしょ？　彼女に頼たのまれてプライベートで調しらべてるんだけど……レックスはもうアメリカ国内にはいないわ。四日前に東京行きの便びんに乗のったのが最後の足あし取どりよ。つまり……』


「もう日本こつちにいるってことか。だが何でまた日本に？」


『本気で言ってるんだとしたら相そう当とうおめでたいわよ、慶一郎』


　レイチェルは呆あきれたように言うが、慶一郎は反はん論ろんした。


「そうかい？　でもな……もしレックスが俺に会いに来たのなら、誰だれから俺の居い場ば所しよを聞いたんだ？　そもそも俺が生きてることを知ってる人間はそんなにいないはず……」


　そこまで言ったところで、慶一郎は自分でその答えを見つけていた。


「レックスが誰かと接せつ触しよくした形けい跡せきは？」


『そこまでは判わかってないわ。試合会場の控ひかえ室から煙けむりのように姿すがたを消してから空くう港こうに現れるまでの六日間、誰も見た者がいないんだから』


「飛ひ行こう機きに乗ったのは四日前だろ……？　移い動どう時間を考えても三日前には日本に入国してるはずだ。ウィラード・ゲイツに接せつ触しよくして俺の居場所を知ったのなら何な故ぜ、俺の前に姿を現さない？」


『さあね。そっちにいるミアンとかいうマネージャーに聞いてみれば？』


「電話番号すら知らないよ」


『じゃあしょうがないわね。ともかく、レックスにはあんたと闘う動どう機きがあるわ。いずれ出てくるでしょうよ』


「動機ねえ……まあ、何にせよ俺は誰の挑ちよう戦せんでも受けて立つが」


『闘うのはいいけど、大怪け我がはさせないでよ』


「……何でだ？」


　あまりに素そ朴ぼくな質問に返す言葉を失ったのか、レイチェルの返へん答とうには間まがあった。


『レックスは公式記き録ろく上は反則負けだけど、事実上のチャンピオンなの。プロレス界からは村八はち分ぶにされてるけど、あちこちの格闘団体からオファーがわんさか舞まい込んでるらしいわ。将しよう来らいのある格闘家なんだから、ブッ壊こわしちゃダメよ』


「厳きびしい注ちゆう文もんだな。手て加か減げんして勝てる相手とも思えんが……何とかご期き待たいに沿そえるように努ど力りよくしてみるよ」


『じゃあ頼たのんだわよ。何か摑つかんだら連れん絡らくをちょうだい』


「ああ、コレクト・コールでな」


　受話器の向こうでブーブー文句を言っている声が聞こえたが、慶一郎は構かまわず電話を切った。受話器を置いてもすぐには立ち去さらず、顎あごに手を当ててしばし物もの思う。


「あのチンピラが今じゃチャンピオンとはな……世の中、何が起こるか分からんもんだ。それにしても──」


　格闘家として成せい功こうしている男がどうして自分と闘うためにわざわざ地球の裏側までやってくるのか、慶一郎には合が点てんがいかなかった。表の格闘界にはまるで縁えんがないため、自分が格闘家として認にん知ちされているという自じ覚かくがないのだ。


　居間に戻もどると、テレビのニュースで流れている映えい像ぞうが目についた。女性リポーターが街まち角かどに立ち、深しん刻こくな面おも持もちでニュースを伝えている。画面下に〈集団ヒステリーか!?　白はく昼ちゆうの傷しよう害がい事じ件けんの怪かい〉とテロップが入っている。


『──このところ池いけ袋ぶくろ界かい隈わいで頻ひん発ぱつしております、集団ヒステリーとも見られる発ほつ作さ的てきな傷害事件ですが、山手通り近くのこの場所でまたもや発はつ生せいしました。昨日のお昼、十二時半頃のことです。昼食を食べに出ていたＯＬ四人が、突とつ然ぜん何を思ったのか、お互たがいに顔がん面めんや腕うでを爪つめで激はげしく引ひっ搔かき合うという──』


　慶一郎はそのニュースの内容をほとんど聞いていなかった。吸い寄せられるように画面の一点を凝ぎよう視ししていたからである。


　比ひ較かく的てき人通りの多い場所なので、リポーターの背はい後ごには通行人や野や次じ馬うまの姿も映うつっている。その中に一人、飛び抜ぬけて背の高い外国人の男が混まじっていた。ダークブロンドの長ちよう髪はつ。白い稲いな妻ずまを染そめ抜ぬいた黒いバンダナを頭に巻まき、濃こいサングラスをかけている。格闘用に鍛きたえ上げた上じよう半はん身しんの筋肉を目め立だたなくするためか、真ま夏なつだというのにグレーのフライトジャケットを引っかけている。


「見つけた──」


　突とつ然ぜん慶一郎が大声を上げたため、涼子と美雪が驚おどろいて顔を上げた。鉄斎も何事かと振ふり返る。


　慶一郎はテレビ画面に人ひと差さし指を突つきつけていた。


　そこに映っていた大男──レックス・ディザスターマンは、口元に嘲あざ笑わらうような薄うすい笑えみを浮うかべると、ゆっくりと背を向けてフレームアウトしていった。







〈つづく〉







　あとがき







　どうも、おひさしぶりです。


　パワーはあるが出足は遅おそいファイアスティングレイこと雑さい賀が礼れい史じです。


　とりあえず何はさておき……


『さらば聖せい飢き魔まII──そしてお帰りアースシェイカー！』


　……とまあ、そんなこんなで（？）波は瀾らん万ばん丈じようの一九九九年が過ぎ、いつの間にやら二〇〇〇年も半ば過ぎ。読者の皆様はいかがお過ごしでしょうか。


　ようやく出ましたよ第七巻！


　第六巻からよもや一一か月も待たされるとは思わなかったでしょう。読者の皆さんからは励はげましやらお叱しかりやら、いろいろといただきました。「発売予定日にダッシュで本屋に行ったが売ってなくて……」という嘆なげきの声も聞きました。耳が痛いたかったです。しかもまた薄うすいし……惜おしくも華か麗れいなる完全復活とはいかなかったようです。


　それもこれも原因はＹ２ＫですよＹ２Ｋ！


　二十世紀末の話なのに何度書いても一九〇〇年になっちゃって……パリ万ばん博ぱくが開かれてる時代ですよ。大門高校どころか板いた橋ばし区すらまだ存在してないし──って、んなわきゃねえ（笑）。しかもＹ２Ｋってすでに死し語ごだし。





　遅おくれた理由はいろいろあるんですが、この間あいだまで連れん載さいしていたシリーズ（ＥＸ─３に収しゆう録ろく予定）が思ってた以上に負ふ担たんだった、というのが第一の理由です。


「バカ忍」の反省から不ふ得とく意い分野の「一話完かん結けつの軽い話」にあえて挑ちよう戦せんしたものの、それだけでは芸げいがないので「毎回主しゆ役やくが替かわる」という趣しゆ向こうを取り入れたら、これが大変なことに……当初のコンセプトは「教師の話」だったのに（考えてみれば当然ではあるが）生徒のエピソードも入れねばならず初しよ手てから予定が狂くるったというのもあり、連載第四回の時点ですでにアップアップ。その後もたった四〇枚をこなすのに丸一か月かかるという状じよう態たいが続きました。しかも最長連載記録の一〇回も続いたし……まあその辺へんの詳くわしい事じ情じようはＥＸ─３にて。





　今回の教きよう訓くん[image: ]──冒険は余よ裕ゆうのある時だけにしよう！


　第二の理由としては引ひっ越こしでしょうか。


　十年間住すんでいたアパートがあまりに手て狭ぜまになったので引っ越したんですが、これが大変でした……物を捨すてる習しゆう慣かんのない人間が十年間過すごした部屋を想像してください。六ろく畳じよう一ひと間まを埋うめ尽つくすように堆たい積せきした途と方ほうもない量の不要品（つまりはゴミ）の中から必要な物を発掘するという気の遠くなるような作業が延えん々えんと続きました。


　買った雑誌を捨てずに積んでおく習しゆう性せいがあるため、その一番底そこの層を見ると最後に掃そう除じした時じ期きが特定できるのですが、どうやらリアルバウトを書き始めた頃から生活が破は綻たんしはじめたようです。


　結局二度に分けて引っ越しすることになり、その作業に二か月を費ついやしました。





　今回の教訓[image: ]──要いらない物は惜おしまず処しよ分ぶんしよう！





　第三の理由としては──これが本命なんですが、〈リアルバウト〉本編の物語が佳か境きように入るにあたり、クリアしておかねばならない問題を解決していなかったことです。


〈リアルバウト〉はただでさえキャラクターが多く、それぞれの状じよう況きようも多た彩さいです。大門高校、池いけ袋ぶくろ、ソルバニアという三つの舞ぶ台たいがあるため、それぞれのキャラの立場や思おも惑わくだけでなく守しゆ備び範はん囲いまでもバラバラです。


　それを評ひようして「幕まくの内弁当的」と言われますが、中ちゆう盤ばん以い降こうはそのままでは通用しません。それらの材ざい料りようを一つの鍋なべに放り込んでグツグツ煮にるという作業をしなければならないのですが、『このまま煮込むと間違いなく〈闇やみ鍋なべ〉になるな』という予感がありました。「小説はいくら面おも白しろくなってもよい」とは言いましたが、〈闇鍋〉はいただけません。美お味いしくいただくには、すべての材料の味を殺さず全体の味を整えるしっかりとしたスープが必要です。


　そのために最も重要な鍵かぎは──やはり主人公でした。


　学園物の小説なのに二十九歳、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男で、とくにハンサムでもなく、性格はどちらかといえば地じ味みで、女性の扱あつかいは苦にが手て。料理が上手いことと、外国語が堪たん能のうなことと、闘えば無む敵てきであること以外にはこれといって長所はなく、ドラマガ本誌で巻頭特集を組まれても決して表紙には登場しない男──それが南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうです。


　このヒロイック・ファンタジー的な「力」の主人公を、現代を舞台に活かつ躍やくさせる──簡単なようでいて、実は扱いの難むずかしい問題を抱かかえています。既き存ぞんの道どう徳とく的てき価か値ちの守しゆ護ご者しやではなく、あくまで自分の思うがままに力を行使する慶一郎は純じゆん粋すいのアナーキストであり、ある意味においては道徳的テロリストであり、突つき詰つめていけばダークヒーローにならざるを得えないような男です。


　慶一郎の行動は時に、単たん純じゆんで幼よう稚ちな正義感に従したがったものか、あるいは闘争本能を満足させるためだけの自じ慰い的行為に見えることがあります。しかし実際にはそのどちらでもなく、慶一郎には自分の闘うべき〈敵てき〉の正体がはっきりと見えています。単に行き当たりばったりに闘っているように見えますが、それは慶一郎にとっての〈敵〉がそれこそ蠅はえのように無数に存在しているためです。


　慶一郎が本当は何を信じ、何と闘う男なのか──それについてはこれまで本編で明めい確かくに語ったことはありません。慶一郎の持つテーゼはそもそも言葉で語ることができない性質のものだからです。


　本質的に語ることが不可能で、ただ示すことによってのみ表現しうるある種しゆの正しさ──そういうものがあるのです。空気に触ふれると毒どくに変質する薬やく品ひんに似て、言葉にして一いつ般ぱん化かした途と端たんに陳ちん腐ぷで劣れつ悪あくなものに変わってしまう──それを体現することのできる者の裡うちに留とまっている限りにおいてのみ『正しさ』となるようなものがあるのです。


　一つだけヒントを与えるなら、慶一郎は『眠れる奴ど隷れいを起おこす獅し子し』ではあっても『奴隷たちの新たな主人』でもなければ『羊ひつじの群むれを肥ひ沃よくな新天地へと導みちびく畜ちく主しゆ』でもない、ということです。


　はっきり描いてしまうと決して大衆のヒーローにはならない男だとバレてしまうので、これまで書き渋しぶってきましたが、やはり主人公が本ほん領りようを発はつ揮きしないようでは物語は始まりません。ぼくも覚かく悟ごを決めて、この男をちゃんとプロデュースしていくことに決めました。「吹っ切れた」のか「吹っ切った」のかは分かりませんが、ともかく二年越ごしの迷いが消えて実に晴はれ晴ばれとした気分です。


　一ひと言ことで表現するなら──「ひさしぶりに悪あく魔まのような自分がとり戻もどせたぜ!!」といったところでしょうか。





　今回の教訓[image: ]──遭そう難なんしそうな時はあえて動かずにいる勇ゆう気きも大事！





　　　　☆





　それでは恒こう例れいのあとがきクイズの解答篇へんといきましょうか。


　前回のクイズは「ケイン・バーネットが自分の祖そ父ふだと主張する私立探たん偵ていジム・バーネットの正体は何者か？」というものでした。


　まず第一の答え。三つのヒントから導き出される人物といえば、フランスの作家モーリス・ルブランが生み出した稀き代だいの怪かい盗とう紳しん士し〈アルセーヌ・ルパン（リュパン）〉です。ジム・バーネット（バルネー）は『バーネット探偵社』でルパンが扮ふんする探偵です。「依い頼らい料は無料」という人を食くった名探偵で、警察も手こずる難なん事件をスイスイ解決する代わりに、盗とう品ひんを発見してもネコババしてしまうという嬉うれしくも恐ろしい人物です。


　第二の問題は「もうひとつの本名を答えよ」でした。ルパンといえば変へん装そうの名人であり、偽ぎ名めいはそれこそ数限りなくあります。オラース・ベルモン、ドン・ルイス・ペレンナ、ルノルマン国こつ家か警察部長、私立探偵ジム・バーネット、特とく捜そう刑事ビクトール、シャルムラース公こう爵しやくｅｔｃ……いろいろですが、もう一つの本名というのはルパンが怪盗紳士アルセーヌ・ルパンとして活かつ躍やくする以前の名前です。


　正解は──〈ラウール・ダンドレジー（アンドレジー）〉。


　ルパン最初の冒ぼう険けんとされるエピソード『カリオストロ伯はく爵しやく夫人』に登場した二十歳当時の青年ルパンです。父親はテオフラスト・ルパンといい、ダンドレジーは母方の姓せいです。母親の死後、母方の実家から縁えんを切られたためアルセーヌ・ルパンを名乗るようになったという経けい緯いがあったようです。


　ルパンの最初の犯罪は短たん編ぺん『女王の首くび飾かざり』事件で、これはルパンがまだ六歳の頃のエピソードでした。しかしその短編では単に〈ラウール〉としか書かれておらず、母親の姓も不明でした。ラウールという名前はルパンの幼よう名めい（？）だけあって、ルパンが好んで使った偽ぎ名めいでもあります。ラウール・ド・リメジー、ラウール・ダブナック、ラウール・デンヌリ……解答の中に〈ラウール・ダべルニー〉と答えているものもありましたが、残念ならがこれも『カリオストロの復ふく讐しゆう』での変名で、本名ではありません。そういう理由で単にラウールというだけでは不十分なので、姓もちゃんと言い当てたもののみ正解とします。あしからず。


　なおルパンに関するデータは偕かい成せい社しやの『アルセーヌ・ルパン全集』から引いん用ようしています。ちなみに美雪のペットの三匹の仔こ猫ねこは、それぞれルブランの作品の主人公の名前をもらっています。ラウールはもちろん『アルセーヌ・ルパン』、ジェラールは『真夜中から七時まで』、バルタザールは『バルタザールのとっぴな生活』がそのルーツです。


　本が延のび延のびになったため日本一シンキングタイムの長いクイズ（？）になってしまいましたが、正解者は四人くらいかな？　けっこうマニアックなクイズだったようです。





　それでは今回の出題。


〈Ｑ：さっき出てきた『ひさしぶりに悪魔のような自分がとり戻せたぜ!!』とは、とあるマンガの中に出てくるセリフです。そのマンガのタイトルと、このセリフを言ったキャラクターの名前は？〉


　ヒントは三つ。


[image: ]講談社漫まん画が賞受じゆ賞しよう作品


[image: ]主人公はとても無口なナイスガイ


[image: ]作者の名前は漢かん字じだけとは限らない


［※解答にはそのセリフが第何話の何ページの何コマ目かを明めい記きのこと］


　今回は簡単かな……とりあえず次は連載をまとめた本なので、そんなに間まは空あかないはずです。頑だん張ばって調べてください。





　　　　☆





　今度こそ完全復活を……と意気込んだわりには本が薄うすくて嬉しさも半分といったところですね。〈八はつ極きよく魔ま人じん篇へん〉も最後まで書く予定だったのに、時間切れで『待て次じ週しゆう！』みたいな引き方になってしまったのが少々悔くやまれます。次のＥＸ─３はかなり書き足すつもりなので、そこで挽ばん回かいしたいところです。もちろんその次の第八巻も早めに出せるように頑張ります。


　このところ本を出していなかったので、今年の後半は文庫の作業に集中することになりそうです。中ちゆう断だんしている本誌連載の再開は少し先になりそうですが、再開する時は万ばん全ぜんの態たい勢せいで臨のぞみたいと思います。


　盛せい大だいに遅れた本書ですが、毎度のごとくご迷めい惑わくをおかけしましたイラストのいのうえ空さん並びに編へん集しゆう・出しゆつ版ぱんに携たずさわる関係各氏、そして気長～に待っていてくれた読者の皆さんに心からのお詫わびと感謝を。


　まだまだお世話になります。今後ともよろしく。


　では、また。








　平成十二年六月十九日




雑賀　礼史





召喚教師


リアルバウトハイスクール７





雑さい賀が礼れい史じ






[image: ]


平成24年1月12日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2000 Reiji Saiga, Sora Inoue/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/K001.jpg
1

"Bz, BAELELDICFaOFan >0 TLDAUPHELDEK !
TBCZZPAF ALDTESEAB AP IRFERBE. BEURBL
BFTREBODEVEHNSBETHNTULE (B=+ZE ThRRISIER)





OEBPS/images/P069.jpg





OEBPS/images/COVER.jpg
UM A=l 7
MERE o

.\: T ‘, .. ‘\\‘ \\-3‘1
L L\ ,‘ f lv
; A5 VDSR2
BEIRIFVIITNE





OEBPS/images/K004.jpg
NAF A= | RFOEFICERSLEDBHNRBEOIATEME, BEHESORA
FRICREL S (B=1NE HEOROBHER)






OEBPS/images/FJB_LOGO.png





OEBPS/images/P111.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/P049.jpg





OEBPS/images/P137.jpg





OEBPS/images/K002_zzz.jpg
REABHLESBBTRT S, BAET ) E—BARICED, SiEHRED
AU ICRDBSRRBEHNCOICHNN, ENENIA Y —XDIEIBICH
DT BEHZE YASA A—LHEEKPRER])





OEBPS/images/P025.jpg





OEBPS/images/P013.jpg
\\w-_\_, o
£

——






OEBPS/images/NAGI.png





OEBPS/images/MARU01.png





OEBPS/images/MARU02.png





OEBPS/images/MARU03.png





OEBPS/images/P095.jpg





OEBPS/images/P129.jpg





OEBPS/images/P133.jpg





